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比丘尼橋遺跡Ｃ地点 T区の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　比丘尼橋遺跡 C 地点は、東京都練馬区の練馬インターチェンジから新潟県長岡市に至る関越自動

車道（E17）と千葉県市川市に至る東京外環自動車道（C3）の結節点である大泉ジャンクション（大

泉 JCT：関越～東名）の構築に伴って 2014 年に最初の調査が行われました。

　比丘尼橋遺跡自体は、関越自動車道の構築に伴って 1970 年に発掘調査が行われました（A 地点）。

1988 年から 1992 年にかけては、東京外環自動車道の関越道以北の調査に伴って現在のループ部分

の発掘調査が行われました。また同時期にループ

内部に白子川の地下調節池を構築するための発掘

調査が行われました（B 地点）。

　こうした過去になされた比丘尼橋遺跡の発掘

調査の成果に基づいて、今回目白通り南側の

ジャンクション部分が新たに「C 地点（練馬区

No.155）」として包蔵地登録がなされました。C

地点の調査は、大きく国土交通省関東地方整備

局施工の本体工事部分（A 区～ S 区・U 区）と東

京都建設局施工の附帯工事部分（T 区）に区分さ

れます。本体工事部分の発掘調査は 2014 年から

2018 年まで断続的になされて、2020 年に報告

書が刊行されました。

　比丘尼橋遺跡 C 地点の北東部に位置する附帯

工事部分（T 区）については、2016 年から本体

工事部分の調査と並行して用地買収が完了したエ

リアから順次発掘調査を行ないましたが、現地で

の埋蔵文化財調査事業の中断期間も含めて最終的

には 2023 年まで 7 年間にわたって作業が行わ

れました（写真 -1）。今回の附帯工事部分（T 区）

の調査報告をもって、足掛け十年に渡る比丘尼橋

遺跡 C 地点としての調査も完了することになり

ます。

　今回の T 区における調査成果は、2020 年に報

告された国土交通省施工の本体工事部分の調査成

果と概ね整合するものです。縄文時代の土器・石

器・礫の散布が認められ、焼土跡など複数の遺構

が確認されました。出土資料の多くは、旧石器時

代の石器や礫です。

写真 -2：T1 区出土の水晶製ナイフ形石器 ( 基部に縦割れを起
　　　　こした剥片が接合します）

写真 -3：T8 区出土の水晶製石核 ( 水晶製石器が出土した集中
　　　　部からやや離れた場所から出土しました）

写真 -1：T1 区ローム層調査状況 ( 左上は外環道ループ部分、
　　　　調査区は目白通りをはさんで南側です）
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　旧石器時代については、２群遺物群（Ⅳ層中部

出土）が主体を占めています。その中でも特に第

４石器集中部には、16 点の水晶製石器が含まれ

ており注目されます。第 4 石器集中部にはナイ

フ形石器（写真 -2、第 30 図 -3）が含まれ、やや

離れた場所から石核（写真 -3、第 36 図 -43）が

出土しました。1991 年に発掘調査がなされた比

丘尼橋遺跡 B 地点からも水晶製のナイフ形石器

（第 86 図 -4）と石核（第 86 図 -2）が出土して

います。

　水晶製石器については、赤外分光分析による原

産地の推定が行なわれました。その結果、山梨・

長野方面の未知のペグマタイト鉱床から白子川中

流域に位置する比丘尼橋遺跡に持ち込まれた可能

性が示唆されました。

　また調査区北東部から出土した１群遺物群（Ⅲ

層～Ⅳ層上部）には、比丘尼橋遺跡では最初と

なる細石刃核が含まれています（写真 -4、第 10

図 - ３）。このことから比丘尼橋遺跡 C 地点では、

国交省施工の本体工事部分から出土した局部磨製

石斧（東京都埋蔵文化財センター 2020：第 2 分

冊 -288 頁）に代表される旧石器時代初期から今

回出土した細石器に代表される旧石器時代終末期

に至るまで人々の生活が営まれていたことが明ら

かになりました。

　また重さが 1,080g を量る大形の石核が単独で

出土しました（写真 -5、第 37 図 -47）。これは

国土交通省本体工事部分で出土した長さ 7.5㎝、

幅 8.8㎝、重さ 1,155g を量る大形の石核（写真

-6）に次ぐ大きさです。こうした大形の石核が持

ち込まれて、なおかつ大形の形状をとどめて廃棄

されていることは、この場所でなされた旧石器時

写真 -5：T7 区出土の緑色凝灰岩製大形石核 ( 裏面に礫面を残
　　　　し重量は１㎏を超えます）

代人たちの活動の特徴を示唆しているようです。

　今回の東京都施工部分の調査によって、2020 年に報告された本体工事部分の調査成果を補いさら

に豊かにすることができました。半世紀以上にわたる比丘尼橋遺跡の調査を積み重ねることによって、

白子川中流域に展開した先人たちの活動の様相がより明らかになってきました。

写真 -6：A 区の抜根作業の際に出土した大形石核 ( 東京都
埋蔵文化財センター 2020：第 2 分冊 -313 頁）

写真 -4：T4 区出土の黒曜岩製細石刃核 ( 長さ 1.7㎝、幅 2.1㎝、   
　　　　逆円錐状の形状を呈します）
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　　　　　　　　　　　　      Summary

　　　　　　　　　　　　　The Bikuni-bashi Site, Location C, Area T

　The Bikuni-bashi Site is located on the right bank of the Shirako-River on the Musashino Plateau in 

Higashi-Oh’izumi, Nerima Ward, Tokyo. “Bikuni” refers to female monks and nuns, and “bashi” means 

a bridge in Japanese.

　The Bikuni-bashi Site Location A was excavated in 1970, and Location B, from 1989 to 1992.

The excavated area reported here is designated as Location C. The survey area of the Location C is 

divided into the main construction part (Area A-S and U) under the supervision of Kanto Regional 

Development Bureau of the Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism, and the 

incidental construction part (Area T) supervised by the Tokyo Metropolitan Government Bureau of 

Construction. Excavation surveys of the main construction part were conducted intermittently from 

2014 to 2018, and the report was published in 2020.

　For Area T located in the northeastern part of Location C, excavation surveys have been conducted 

since 2016.Excavations, analyses, and publication works for Area T were carried out intermittently 

over a period of 7 years, and this report completes the 10 years of survey at the Bikuni-bashi Site, 

Location C.

　The results of the Area T excavation reported in this volume are overall consistent with the results 

of the main construction part reported in 2020. For the Jomon Period, pottery, stone tools and the 

scattered pebbles as well as features such as burnt soil were excavated.

　Regarding the Paleolithic Period , Horizon 2 (middle of Layer Ⅳ ) yielded the largest number of 

artifacts.The Lithic Concentration No.4 in Horizon 2 contains knife-shaped stone tools, made of 

quartz, and a quartz core was excavated nearby. Infrared spectroscopy was applied to trace the 

source of quartz, and many of them were interpreted to be from an unknown source of pegmatite 

deposits.

　A single large stone core weighing 1,080g was unearthed in Horison 2, and such large cores were 

also unearthed in the previous excavations. The fact that these large stone cores were brought in 

and discarded here while retaining their large size appears to represent behavioral characteristics of 

Paleolithic people in this region.

　Horizon 1(Layer Ⅲ and upper part of Layer Ⅳ ) found in the northeastern part of the survey area 

contains the first microblade core found at the Bikuni-bashi Site.

　At the Bikuni-bashi Site, people lived successively from the early Upper Paleolithic Period 

represented by the edge-polished axe from the Area F (reported in 2020) to the end of the Upper 

Paleolithic Period represented by the microblade core.



序　言

　東京外郭環状道路は、都心から約 15kmのエリアを環状方向に結ぶ高
速自動車国道です。練馬区の比丘尼橋遺跡は、この東京外郭環状道路と
関越自動車道が接続する大泉ジャンクションの場所に位置します。
　平成 26（2014）年から国土交通省による本体工事部分の調査を始めて、
およそ 3年間に渡る発掘調査の成果をまとめた報告書を令和 2（2020）
年に刊行しました。今回の報告書は、こうした本体工事部分の発掘調査
と同時に、あるいは本体工事部分の報告書刊行後に、事業地内における
東京都による附帯工事部分の発掘調査を行ない、その成果をまとめたも
のです。
　調査の結果、旧石器時代の終末を特徴づける細石刃核や水晶製のナイ
フ形石器・石核など貴重な資料が出土しました。
　これらの成果をまとめた本書が、多くの方々に活用されて学術研究の
一助となり、地域の歴史を解明する資料として広く活用されることを望
みます。
　本報告書の刊行にあたり、ご協力とご指導をいただきました東京都建
設局三環状道路整備推進部、東京都教育庁地域教育支援部、国土交通省
関東地方整備局東京外かく環状国道事務所、練馬区地域文化部に厚くお
礼を申し上げるとともに、発掘調査から報告書刊行に至るまでご理解と
ご協力を頂いた地域住民の皆さまに心より感謝いたします。

　令和５年３月
　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　東京都スポーツ文化事業団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　榎本　雅人



例　言

１．本書は、外郭環状線の２街路整備事業に伴う埋蔵文化財調査（比丘尼橋遺跡 C 地点：練馬区       

　No.155 遺跡）の報告書（東京都埋蔵文化財センター調査報告 第 376 集）である。

２．発掘調査および整理作業は、東京都建設局の委託を受け、公益財団法人東京都スポーツ文化事業

　団東京都埋蔵文化財センターが実施した。

３．所在地：東京都練馬区東大泉二丁目地内

４．調査対象面積：728㎡　　　発掘調査面積：596㎡

５．発掘調査期間：平成 26(2014) 年 11 月 14 日～ 18 日（T1-a 区）

　　　　　　　　　平成 28(2016) 年 7 月 19 日～ 9 月 27 日（T1 区）

　　　　　　　　　平成 29(2017) 年 11 月 8 日～ 12 月 14 日（T2 区・T3 区）

　　　　　　　　　令和 2(2020) 年 7 月 13 日～ 8 月 31 日（T4 区・T5 区・T6 区・T7 区）

　　　　　　　　　令和 4(2022) 年 6 月 13 日～ 9 月 12 日（T8 区・T9 区）

６．整理作業期間：平成 28(2016) 年 9 月 30 日～平成 29(2017) 年 1 月 31 日（T1 区）

　　　　　　　　　平成 29(2017) 年 12 月 14 日～平成 30(2018) 年 1 月 21 日（T2 区・T3 区）

　　　　　　　　　令和 4(2022) 年 9 月 13 日～令和 5(2023) 年 1 月 15 日（T4 区～ T9 区）

７．事業者との事業調整は、東京都教育庁地域教育支援部管理課が担当・指導した。

　　　統括課長代理　　　伊藤 敏行　平成 26(2014) 年度～令和元 (2019) 年度

　　　課長代理　　　　　鈴木 徳子　令和 2(2020) 年度～

　　　埋蔵文化財担当　　野口 舞　平成 26(2014) 年度～平成 28(2016) 年度　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　村上 舞　平成 29(2017) 年度

　　　　　　　　　　　　佐藤 ななみ　令和 2(2020) 年度

　　　　　　　　　　　　石井 香代子　令和 4(2022) 年度

８．調査担当：東大泉二丁目分室　平成 26(2014) 年 11 月 14 日～令和 2(2020) 年 8 月 31 日

　　　　調査課担当係長　金持 健司　平成 26(2014) 年 11 月 14 日～平成 27(2015) 年 1 月 13 日

　　　　　　　　　　　　伊藤 健　　平成 28(2016) 年 2 月 1 日～令和 1(2019) 年 9 月 30 日

　　　　　　　　　　　　大西 雅也　令和 1(2019) 年 10 月 1 日～令和 2(2020) 年 8 月 31 日

　　主任調査研究員　　　五十嵐 彰　平成 26(2014) 年 11 月 14 日～令和 2(2020) 年 8 月 31 日

　　　　調査研究員　　　櫻井 佳奈子　平成 28(2016) 年 7 月 19 日～平成 30(2018) 年 3 月 31 日

　　　　調査協力　　　　日工建設株式会社　株式会社ダイサン

　　　　　　　　　　　　株式会社淺沼組　　テイケイトレード株式会社

　　　建設局練馬区東大泉２分室　令和 4(2022) 年 6 月 13 日～令和 5(2023) 年 3 月 31 日

　　　　調査課担当課長　大西 雅也　令和 4(2022) 年 6 月 13 日～令和 5(2023) 年 3 月 31 日

　　　　調査研究主任　　五十嵐 彰　令和 4(2022) 年 6 月 13 日～令和 5(2023) 年 3 月 31 日

　　　　調査協力　　　　岩倉建設株式会社　　テイケイトレード株式会社

９．本報告が対象とする東京都事業地全体については、比丘尼橋遺跡 C 地点における調査区名称と
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1　調査に至る経緯

─ 1 ─

Ⅰ  発掘調査の概要

１  調査に至る経緯

　比丘尼橋遺跡の調査経緯については、国交省事業地の報告において述べた（東京都埋蔵文化財セ

ンター 2020：14 頁）。1970 年に「練馬区大泉学園町・北大泉町遺跡」の「No.5 遺跡」として後に

「比丘尼橋遺跡 A 地点」とされる箇所が調査された。溝状遺構と柱穴列群、塚、縄文時代の集石と土

坑、旧石器時代の石器、礫集中部が確認された（練馬区大泉学園町・北大泉町遺跡調査会 1971：写

真 -1）。その後「No.5 遺跡」は「比丘尼橋遺跡」

として簡略な報告がなされたが（安孫子 1971）、

予告された本報告は未刊である。

　1988 年から 1992 年にかけて東京外かく環状

道路遺跡調査会によって、外環道（関越道以北）

の発掘調査が行われた。当初「F 地区」とされた

箇所は、「比丘尼橋遺跡」として報告された（写

真 -2）。ここで「比丘尼橋遺跡」として報告され

た範囲は、練馬所沢線（目白通り）と関越自動車

道に挟まれた白子川左岸の大泉町五丁目から右岸

の大泉町二丁目に至る部分であった（東京外かく

環状道路練馬地区遺跡調査会 1995：152・153

頁）。現在は白子川右岸の大泉町二丁目部分は「比

丘尼橋遺跡 B 地点（No.6）」として、左岸の大泉

町五丁目部分は「外かん道路関連遺跡（No.10）」

として登録されている（東京都教育委員会「東京

都遺跡地図情報」）。すなわち 1995 年に「比丘尼

橋遺跡」として報告された範囲の西側半分は他の

遺跡（愛宕下遺跡や宮ケ谷戸遺跡と共に）「外環

道路関連遺跡」として一括されたのに対して、東

側半分は「比丘尼橋遺跡 A 地点」をも含んだ形

で「比丘尼橋遺跡 B 地点」とされている。

　東京外かく環状道路遺跡調査会によって調査さ

れた部分は該当エリアの高架橋脚基礎工事部分と

生活道路・埋設管移設工事部分であり第 1 地点

から第 18 地点までの 18 箇所である。近現代の

防空壕跡、近世の溝・道・井戸・墓壙、縄文時代

の住居跡・炉穴・集石・土坑、旧石器時代の石器

写真 -2　東京外かく環状道路練馬地区遺跡（東京外かく環状
　　　　道路練馬地区遺跡調査会 1995、図版 39 より）

写真 -1　No.5 遺跡発掘風景（練馬区大泉学園町・北大泉町
　　　　遺跡調査会 1971、図版第六より）

写真 -3　比丘尼橋遺跡 B地点（比丘尼橋遺跡調査団 1993、
　　　　写真図版 31 より）



第 1図　比丘尼橋遺跡Ｃ地点周辺包蔵地

─ 2 ─

　発掘調査の概要

遺跡番号 遺跡名 所在地 遺跡の概要 時代

6  比丘尼橋遺跡 B 地点  練馬区 大泉町二丁目  包蔵地・集落　[ 旧石器 ] 石器ブロック　礫群　[ 縄文 ] 炉穴　竪穴住居跡　  
 土坑　ピット　陥穴　集石土坑  旧石器　縄文 ( 草創期～晩期）　弥生 ( 後期 )　近世

7  大泉打越遺跡  練馬区 大泉町六丁目  集落　[ 縄文 ] 土坑、竪穴住居跡、貯蔵穴、土坑、集石土坑  縄文 ( 早期～前期・中期・後期 )　弥生　平安

8  練馬区№ 8 遺跡  練馬区 大泉町五丁目  包蔵地  弥生　古墳　奈良　平安

10  外かん道路関連遺跡  練馬区 大泉町三丁目　　
　　　　大泉町四丁目

 包蔵地・集落・その他 ( 低湿地 ) [ 縄文 ] 石器製作址 ( 石鏃 )　[ 弥生 ] 方形周 
 溝墓　[ 古墳 ] 竪穴住居跡

 旧石器　縄文 ( 草創期～後期 )　弥生 ( 中期～後期 )　古墳
 奈良　平安　中世　近世

22  八ヶ谷戸遺跡  練馬区 大泉町二丁目  集落　[ 旧石器 ] 礫群　[ 縄文 ] 竪穴住居跡　竪穴状遺構　集石　土坑　埋甕 
 屋外炉　ピット  旧石器  縄文 ( 草創期～後期 )

28  練馬区№ 28 遺跡  練馬区 東大泉二丁目  包蔵地  縄文 ( 早期～後期 )  弥生

29  外山遺跡第 1 地点  練馬区 東大泉三丁目  集落　[ 旧石器 ] 石器ブロック　竪穴状遺構　陥穴  旧石器  縄文 ( 草創期～後期 )

148  弁天池低湿地遺跡  練馬区 東大泉三丁目  包蔵地  縄文 ( 後期 )  中世  近世

150  愛宕下遺跡  練馬区 大泉町四丁目  集落　[ 旧石器 ] 礫群　石器ブロック　[ 縄文 ] 住居　陥穴　集石　竪穴住居  旧石器  縄文 ( 草創期～後期 )  弥生 ( 後期 )  近世

154  外山遺跡第 2 地点  練馬区 東大泉三丁目  集落　[ 旧石器 ] 石器ブロック　[ 縄文 ] 炉穴  旧石器  縄文 ( 草創期～後期 )

★ 155  比丘尼橋遺跡Ｃ地点  練馬区 東大泉二丁目  集落　礫群　炉穴  旧石器  縄文 ( 早期・中期 )

第 1表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点周辺包蔵地一覧
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集中部・礫集中部が確認された。第２地点のⅣ層下部第 9 号石器集中部からは 15 点の水晶製石器（報

告では石英）が出土している（東京外かく環状道路練馬地区遺跡調査会 1995：190-193 頁）。

　東京外かく環状道路遺跡調査会による調査と同時に、1991 年には白子川地下調節池建設工事に伴

う発掘調査が「比丘尼橋遺跡 B 地点」としてなされた（比丘尼橋遺跡調査団 1993、写真 -3）。縄文

時代の住居跡・炉穴・土坑、旧石器時代の石器集中部・礫集中部が確認された。Ⅳ層第 4 石器集中

部から 8 点・第 5 石器集中部から 1 点の水晶製石器が出土している（同：75・76 頁）。この報告に

おいて 1970 年に調査された「No.5 遺跡」が「便宜的に」「比丘尼橋遺跡 A 地点」とされた（同：i 頁）。

　1992 年には「比丘尼橋遺跡 (No.6 遺跡 ) 分布調査」として広範囲の遺跡範囲確認のための分布調

査がなされた（練馬区教育委員会 1994）。東大泉二丁目 27 番、後に比丘尼橋遺跡 C 地点の A 区と

される「八の釜の湧水地点」では数点の縄文土器が表採されている（同：16 頁）。
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 土坑　ピット　陥穴　集石土坑  旧石器　縄文 ( 草創期～晩期）　弥生 ( 後期 )　近世

7  大泉打越遺跡  練馬区 大泉町六丁目  集落　[ 縄文 ] 土坑、竪穴住居跡、貯蔵穴、土坑、集石土坑  縄文 ( 早期～前期・中期・後期 )　弥生　平安

8  練馬区№ 8 遺跡  練馬区 大泉町五丁目  包蔵地  弥生　古墳　奈良　平安
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　　　　大泉町四丁目
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 屋外炉　ピット  旧石器  縄文 ( 草創期～後期 )

28  練馬区№ 28 遺跡  練馬区 東大泉二丁目  包蔵地  縄文 ( 早期～後期 )  弥生

29  外山遺跡第 1 地点  練馬区 東大泉三丁目  集落　[ 旧石器 ] 石器ブロック　竪穴状遺構　陥穴  旧石器  縄文 ( 草創期～後期 )

148  弁天池低湿地遺跡  練馬区 東大泉三丁目  包蔵地  縄文 ( 後期 )  中世  近世

150  愛宕下遺跡  練馬区 大泉町四丁目  集落　[ 旧石器 ] 礫群　石器ブロック　[ 縄文 ] 住居　陥穴　集石　竪穴住居  旧石器  縄文 ( 草創期～後期 )  弥生 ( 後期 )  近世

154  外山遺跡第 2 地点  練馬区 東大泉三丁目  集落　[ 旧石器 ] 石器ブロック　[ 縄文 ] 炉穴  旧石器  縄文 ( 草創期～後期 )
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集中部・礫集中部が確認された。第２地点のⅣ層下部第 9 号石器集中部からは 15 点の水晶製石器（報

告では石英）が出土している（東京外かく環状道路練馬地区遺跡調査会 1995：190-193 頁）。

　東京外かく環状道路遺跡調査会による調査と同時に、1991 年には白子川地下調節池建設工事に伴

う発掘調査が「比丘尼橋遺跡 B 地点」としてなされた（比丘尼橋遺跡調査団 1993、写真 -3）。縄文

時代の住居跡・炉穴・土坑、旧石器時代の石器集中部・礫集中部が確認された。Ⅳ層第 4 石器集中

部から 8 点・第 5 石器集中部から 1 点の水晶製石器が出土している（同：75・76 頁）。この報告に

おいて 1970 年に調査された「No.5 遺跡」が「便宜的に」「比丘尼橋遺跡 A 地点」とされた（同：i 頁）。

　1992 年には「比丘尼橋遺跡 (No.6 遺跡 ) 分布調査」として広範囲の遺跡範囲確認のための分布調

査がなされた（練馬区教育委員会 1994）。東大泉二丁目 27 番、後に比丘尼橋遺跡 C 地点の A 区と

される「八の釜の湧水地点」では数点の縄文土器が表採されている（同：16 頁）。
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第 2表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点調査区別調査経過
年次調査区

(㎡ )

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(H31・R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

Ａ・Ｂ区(1908）
Ｃ区 (610）
Ｄ区 (145）
Ｅ区 (590）
Ｆ区 (210）
Ｇ区 (140）
Ｈ区 (245）
Ｉ区 (426）
Ｊ区 (450）
Ｋ区 (305）
ＬＭＱ区(1650）
Ｎ区 (184）
Ｏ区 (158）
Ｐ区 (338）
Ｒ区 (17）
Ｓ区 (85） T1-a T1 T2・T3 T4 ～ T7 T8・T9
Ｔ区 (728）
Ｕ区 (44）
整理作業

予備調査 本調査 整理作業 報告書刊行

２　調査の方法と経過

　比丘尼橋遺跡 C 地点は、既に報告済みの国土交通省関東地方整備局による本体工事部分（A 区～ S

区および U 区）と東京都建設局による附帯工事部分（T 区）に区分される（第 2 図）。

　本書は、東京都建設局による附帯工事部分（T 区）の報告である。T 区は、2014 年から 2022 年

に至るまで調査が可能となった地区から順次９年間かけて断続的に調査が行われた（第２表）。

　2014 年 11 月 14 日から 18 日まで B 区および T1-a 区（123㎡：八の釜緑地公園部分）の調査を行なっ

た（写真 -1）。B 区全体は南東部のコンクリート擁壁を境に大きく削平を受けており包含層は残存し

ていなかった。B 区北東部に隣接する T1-a 区についても包含層は残存していなかった。

　2016 年 7 月 19 日から 9 月 27 日まで T1-a 区の南側（F 区の東側）を「T1 区」（348㎡）として

調査した（写真 -2）。近現代の溝、縄文時代の焼土跡 2 基を確認した。T1 区南東部のⅣ層中部にお

いて水晶製ナイフ形石器を含む石器集中部の概ね西側半分を調査した。T1 区北西部の B 区および

T1-a 区との境部分については、コンクリート擁壁から概ね 4m は大きく削平を受けて包含層は残存

していなかった（写真 -3）。

　2017 年 11 月 8 日から 12 月 14 日まで T1 区の南側を「T2 区」（109㎡）として本体工事部分の

R 区と一体として調査を行なった（写真 -4）。また同時期の 2017 年 11 月 15 日から 12 月 7 日まで

T1 区の北東側を「T3 区」（80㎡）として調査を行なった（写真 -5）。T3 区の西側（T1 区の北東部）

については、既存の鋼板塀の移設が困難で調査不能の箇所が残存した。T2 区からは縄文時代の焼土

跡 1 基、T3 区からは古代以降の土坑 1 基を確認した。T2 区における旧石器資料の分布はまばらであっ

　現在の比丘尼橋遺跡 B 地点 (No.6) は、関越自動車道路線内の比丘尼橋遺跡 A 地点を含み、さらに

北側の稲荷神社の範囲および東側の土支田通り（都道練馬川口線第 68 号）に至るまでの範囲に拡張

されている（第１図・第 1 表）。今回の東京外郭環状道路（関越～中央）大泉 JCT 建設事業に伴って

登録された比丘尼橋遺跡Ｃ地点 (No.155) の包蔵地範囲についても、当初設定された範囲（東京都埋

蔵文化財センター 2020：14 頁「第 5 図 比丘尼橋遺跡調査地点・調査地区」）から東方向に３度にわたっ

て拡張されている（第４図）。

→ p.6



第 2図　比丘尼橋遺跡Ｃ地点 T区調査区分図

─ 4 ─

　発掘調査の概要

272625 28 29 30 31 32 33 34 35

2L

2M

2N

2O

2P

2Q

2R

2S

2T

2U

2V

2W

2X

2Y

2Z

3A

3B

3C

T1-a区
（2014）

T8区（2022）

T7区（2020）

T5区（2020）

T4区（2020）

T6区（2020）

T3区
（2017）

T1区
（2016）

T9区（2022）

T2区
（2017）

国土交通省

東京都



第 2図　比丘尼橋遺跡Ｃ地点 T区調査区分図

─ 4 ─

　発掘調査の概要

272625 28 29 30 31 32 33 34 35

2L

2M

2N

2O

2P

2Q

2R

2S

2T

2U

2V

2W

2X

2Y

2Z

3A

3B

3C

T1-a区
（2014）

T8区（2022）

T7区（2020）

T5区（2020）

T4区（2020）

T6区（2020）

T3区
（2017）

T1区
（2016）

T9区（2022）

T2区
（2017）

国土交通省

東京都

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33161514 34

2B

2A

2C

2D

2E

2F

2G

2H

2I

2J

2K

2L

R

Q

S

T

U

V

W

X

N

O

P

K

L

M

Ｊ

Y

Z

2M

2N

2O

2P

2Q

2R

2S

2T

2U

2V

2W

2X

2Y

2Z

3A

3B

3C

0 20m1/1000

東京都

国土交通省

2　調査の方法と経過

─ 5 ─

第 3図　比丘尼橋遺跡Ｃ地点　全遺構配置図
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たが、T3 区からはⅣ層中部から石器集中部およ

び礫集中部を確認した。

　2020 年 7 月 13 日 か ら 8 月 31 日 ま で T3 区

の東側を「T4 区」（12㎡、写真 -6）、同南東側を「T5

区」（7㎡）、同南側の道路部分を「T6 区」（26㎡）、

T1 区北部の東側を「T7 区」（4㎡）として調査した。

　T4 区からは、T3 区で確認された旧石器時代の

遺物分布の延長と共に比丘尼橋遺跡 C 地点とし

ては初めてとなる細石刃核の出土があった（写真

図版 7-2）。

　T5 区は全筆買収に伴って従来の包蔵地範囲を

拡張した部分であったが（第 3 図）、その多くが

近現代の掘削によって包含層は確認できなかっ

た。T5 区を含む比丘尼橋遺跡 C 地点の範囲変更

は、2020 年 4 月 15 日（東京都通知「２教地管

第 179 号」）になされた（第４図 第 1 次）。

　T6 区は道路部分の調査であったが、下水管・

水道管・ガス管などによる掘削および移設作業が

間に合わなかった電柱部分などで調査できた面積

は僅かに留まった。

　T7 区は移設ができなかった鋼板塀と事業地境

との間に幅 1m・長さ 5m のトレンチを設定して

調査を行なった。西側部分のローム層中から旧石

器時代の礫集中部が確認されたため、一部拡張し

て調査を行なった。

　比丘尼橋遺跡Ｃ地点の包蔵地範囲の拡張は、

T4 区の調査成果を踏まえて東方向への変更が

2020 年 8 月 21 日（東 京 都 通 知「２ 教 地 管 第

1143 号」）に（第４図 第 2 次）、T1 区・T2 区・

T7 区の調査成果を踏まえて東方向への変更が

2022 年 2 月 28 日（東 京 都 通 知「３ 教 地 管 第

2802 号」）になされた（第 4 図 第 3 次）。

　T4 区の調査成果を踏まえて東方向へ包蔵地範

囲が拡張された部分については、建築工事にあた

り 2020 年 9 月 15 日に練馬区によって国庫補助

対象の試掘調査が行われて炉穴が確認された（練

馬区地域文化部文化・生涯学習課伝統文化係編 写真 -4　T2 区北側 調査状況 (2017-11-17）

写真 -3　B 区・T1-a 区と F 区・T1 区との境擁壁（2016-11-14）

写真 -1　B 区および T1-a 区 着手前状況（2014-10-21）

写真 -2　T1 区北側 調査状況 (2016-9-6）
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　発掘調査の概要

たが、T3 区からはⅣ層中部から石器集中部およ

び礫集中部を確認した。
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調査を行なった。西側部分のローム層中から旧石
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　T4 区の調査成果を踏まえて東方向へ包蔵地範

囲が拡張された部分については、建築工事にあた

り 2020 年 9 月 15 日に練馬区によって国庫補助

対象の試掘調査が行われて炉穴が確認された（練

馬区地域文化部文化・生涯学習課伝統文化係編 写真 -4　T2 区北側 調査状況 (2017-11-17）
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第 4 図　比丘尼橋遺跡Ｃ地点 包蔵地範囲変更図

2　調査の方法と経過
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2022：10・11 頁）。T7 区東側の住宅建築では

2020 年 11 月 6 日・12 月 17 日に立会調査がな

された（同上：4 頁）。

　2022 年 6 月 13 日 か ら 9 月 12 日 ま で T7 区

の南側・T1 区の東側を「T8 区」（写真 -7）とし

て、T8 区の南側・T2 区の東側を「T9 区」（写真

-8）として調査した。T8 区の南西部からは T1

区の調査時に確認した石器集中部の東半分を調査

した。T8 区の南端部分は近現代の削平によって

損壊しており、道路敷部分はガス管が残置してお

り、その南側は本体工事に伴う仮設の電気施設が

あり、調査を行うことができなかった。

　T1 ～ T3 区出土資料については、それぞれの

発掘調査終了後に二次整理作業を行なった。T4

～ T9 区出土資料については、T8・T9 区の発掘

調査終了後に合わせて二次整理作業を行ない、T

区全体の報告として本書をまとめた（第 2 表）。

写真 -7　T8 区ローム層 調査状況 (2022-7-12）

写真 -8　T9 区ローム層 調査状況 (2022-8-23）

写真 -5　T3 区ローム層 調査状況 (2017-12-4）

写真 -6　T4 区ローム層 調査状況 (2020-7-31）
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Ⅱ　層序

第 5図　層序断面図・遺物群出土位置
（東京都埋蔵文化財センター 2020：第９図を改変）

Ⅱ  層序

比丘尼橋遺跡 C 地点 T 区の層序は、基本的に国交省事業地（A 区～ S 区・U 区）における記載と

同じである。

Ⅰ -1 層：粒子の粗い粘性の弱い土層である。

Ⅰ -2 層：黒褐色を呈し、顆粒状で粘性は弱い。

Ⅱ -1 層：黒褐色土層で、締まりが弱く軟質である。

Ⅱ -2 層：暗褐色土層で、ローム粒・ロームブロックを 20 ～ 30% 含む。縄文時代中期の遺物群が

含まれる。

Ⅱ -3 層：褐色土層で、締まりが弱く軟

質である。縄文時代早期の遺物群が含まれ

る。

Ⅲ層：いわゆる「ソフトローム」層であ

る。Ⅱ -3 層との区分が困難である。

Ⅳ層上部：黄褐色ローム層である。Ⅲ層

からⅣ層上部にかけて出土した遺物群を

「１群」とした。

Ⅳ層下部：黄褐色ローム層である。Ⅳ層

中部を中心に出土した遺物群を「２群」と

した。

Ⅴ層：暗褐色ローム層である。Ⅳ層下部

からⅤ層にかけて出土した遺物群を「３

群」とした。

Ⅵ層：黄褐色ローム層である。姶良丹沢

パミス (AT) を含む。国交省事業地からは

Ⅴ層からⅦ層にかけて出土した遺物群を

「４群」としたが、T 区からは検出されな

かった。

Ⅶ層：暗褐色ローム層である。Ⅶ層から

Ⅸ層上部にかけて出土した遺物群を「５

群」とした。

Ⅸ層：暗褐色ローム層である。いわゆる「第２黒色帯」の下半部にあたる。

Ⅹ層：明黄褐色ローム層である。いわゆる「いも石」と呼ばれる自然小礫が散発的に出土する。
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る。

Ⅲ層：いわゆる「ソフトローム」層であ

る。Ⅱ -3 層との区分が困難である。

Ⅳ層上部：黄褐色ローム層である。Ⅲ層

からⅣ層上部にかけて出土した遺物群を

「１群」とした。

Ⅳ層下部：黄褐色ローム層である。Ⅳ層

中部を中心に出土した遺物群を「２群」と

した。

Ⅴ層：暗褐色ローム層である。Ⅳ層下部

からⅤ層にかけて出土した遺物群を「３

群」とした。

Ⅵ層：黄褐色ローム層である。姶良丹沢

パミス (AT) を含む。国交省事業地からは

Ⅴ層からⅦ層にかけて出土した遺物群を

「４群」としたが、T 区からは検出されな

かった。

Ⅶ層：暗褐色ローム層である。Ⅶ層から

Ⅸ層上部にかけて出土した遺物群を「５

群」とした。

Ⅸ層：暗褐色ローム層である。いわゆる「第２黒色帯」の下半部にあたる。

Ⅹ層：明黄褐色ローム層である。いわゆる「いも石」と呼ばれる自然小礫が散発的に出土する。

Ⅲ  遺構と遺物

1  旧石器時代

概観

　T 区における遺物群区分（垂直方向区分）は、国交省事業地 2020 年報告に準じて行なった。すな

わち１群（Ⅲ層～Ⅳ層上部）・２群（Ⅳ層中部）・３群（Ⅳ層下部～Ⅴ層上部）・４群（Ⅴ層下部～Ⅵ層）・

５群（Ⅶ層～Ⅸ層）であるが、T 区からは４群に相当する遺物群は出土しなかった。１群は石器 6 点・

礫 4 点、２群は石器 169 点・礫 1,378 点、３群は石器 38 点・礫 269 点、５群は石器 9 点・礫 7 点

の石器総数 222 点・礫総数 1,658 点で旧石器資料の総数は 1,880 点である。222 点の石器器種内訳は、

ナイフ形石器 8 点、彫刻刀形石器 2 点、先刃形石器 1 点、側刃形石器 9 点、錐形石器 2 点、楔形石

器 1 点、製作痕跡石器破片 10 点、敲打痕跡石器 1 点、使用痕跡石器破片 1 点、剥片 167 点（石刃 5 点、

細石刃 1 点、彫器削片 1 点、調整剥片 1 点を含む）、砕片 7 点、石核 11 点、石核破片 2 点である。

　垂直方向に区分したそれぞれの遺物群について、石器資料と礫資料に区分して、それぞれ国交省事

業地 2020 年報告に準じて平面的に集中部を区分した。石器資料は「石器集中部区分基準」として、

ある 1 点の石器資料を中心にして 1m 以内に 5 点以上の石器資料が含まれ、そうした石器資料が 5

点以上存在する場合に「石器集中部」を設定した。更により厳密な「石器密集部区分基準」として、

ある 1 点の石器資料を中心にして 1m 以内に 10 点以上の石器資料が存在する場合に石器集中部内に

「石器密集部」を設定した。それぞれの「集中部」平面図に対して垂直断面図の参照位置を示す「位

置図」(1/400) を示した。ただし礫集中部の位置図は（1/500）とした。

　礫資料については、石器資料よりも更に区分基準を厳しくして「礫集中部区分基準」として、ある

礫資料を中心にして 1m 以内に 10 点以上の礫資料が含まれ、そうした礫資料が 10 点以上存在する

場合に「礫集中部」を設定した。2020 年報告では設定した礫集中部のさらに密集している部分を区

分する「礫密集部」は設定しなかった。こうした平面区分基準に従って２群で石器集中部が 4 単位、

礫集中部が 8 単位、３群で石器集中部が 2 単位、礫集中部が 2 単位、設定された。

　報告の仕方についても、国交省事業地 2020 年報告に準じて行なった。石器については、個別の「石

器集中部」（1/80）ごとに石器集中部に含まれる石器集中部内石器実測図 (1/3) および石器集中部図

に含まれる石器集中部外石器について「石器集中部周辺」石器実測図 (1/3) を示した。続いてそれぞ

れの石器集中部ごとに関連する石器接合個体図 (1/100) と共に石器接合個体実測図 (1/2) を写真と共

に示した。次に石器集中部および石器集中部周辺に含まれない製作痕跡石器および使用痕跡石器、石

刃など特定の剥片類、石核の出土状況を「集中部外」(1/80) として石器集中部外石器実測図 (1/3) を

示した。石器集中部に関連しない石器接合個体については、「石器集中部外接合個体」(1/100) とし

て実測図 (1/2) および写真で示した。石器接合個体は、２群で 16 個体、３群で 1 個体、５群で 2 個

体の計 19 個体が見出された（第 14 表）。接合については、１類接合（剝離面接合）と 2 類接合（折

損面接合）を区別し、接合式では１類接合を「／」（スラッシュ）、２類接合を「＋」（プラス）で表

記した（五十嵐 2004）。

　出土石器については、基本的に器種ごとの大きさ順に配置して実測図 (2/3) と写真で示した。水晶
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旧石器時代　概観

→ p.11
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Ⅲ　遺構と遺物

製石器については、小片も含めて全点図化した。黒曜岩製石器の原産地については、東京都埋蔵文化

財センター 2020（第 3 分冊所収：池谷 2020）を参照されたい。

　礫については、個別の「礫集中部」(1/100) を礫粒径ごとに 7 つのクラスに区分して表示した。礫

接合については、接合距離 1m 以上の 26 個体について、「礫接合個体分布図」(1/200) を作成した。

重量 1㎏以上の礫については、「重量礫」として平面図に示した。礫接合個体は、２群で 197 個体、

３群で 41 個体、５群で 2 個体の計 240 個体が見出された。この中から接合距離が 2m 以上の 26 個

体（２群：20 個体、３群：6 個体）を抽出して図化した（第 15 表）。

１）１群（Ⅲ層～Ⅳ層上部）

　１群遺物群は、石器６点・礫 4 点の合計 10 点である。１群の遺物は、石器・礫ともに集中部を形

成しない（第 8 図）。

A 石器

　１群の石器は、ナイフ形石器 1 点、細石刃核 1 点、細石刃 1 点を含む剥片 4 点の計６点である。

＊集中部外

集中部外① 5 点（第 7 図）

　T 区の北東部（T4 区）、２群第１石器集中部【2-S1】・第１礫集中部【2-R1】の上部に位置する。

黒曜岩製細石刃〈33-2Z.2〉（第 10 図 -2）、黒曜岩製細石刃核〈32-2Z.46〉（第 10 図 -3）が出土した。

集中部外② 1 点（第 9 図）

　T 区の中央部（T2 区）に位置する。ホルンフェルス製ナイフ形石器〈29-2S.13〉（第 10 図 -1）が

出土した。
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旧石器時代　１群

第 7 図 1 群 石器集中部外①
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Ⅲ　遺構と遺物

第 8 図 1 群 石器・礫分布 集中部外区分図
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Ⅲ　遺構と遺物

第 8 図 1 群 石器・礫分布 集中部外区分図
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1. ナイフ形石器 (1)

　第 10 図 -1. ナイフ形石器〈29-2S.13〉ホルンフェルス製剥片を素材とする。左側縁中央部には厚

みを除去しきれなかった突出部が残る。先端部を欠損する。摩耗が著しい。

2. 剥片 (1)

　第 10 図 -2. 細石刃〈33-2Z.2〉打面部分は衝撃剥離痕跡のように裏面に回り込むような折損状況を

示す。末端部分は若干の外反状を呈する。

3. 石核 (1)

　第 10 図 -3. 細石刃核〈32-2Z.46〉幅 2cm・長さ 1.8cm ほどの剥離正面に複数の剥離痕跡が認めら

れる。打面は平坦な単打面である。裏面に礫面を残す。

B 礫

　１群の礫総数は 4 点、総重量は 58g である（第 8 図）。
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旧石器時代　１群

第 9 図 1 群 石器集中部外②
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出土した。

２）２群（Ⅳ層中部）

　２群遺物群は、石器 169 点・礫 1,378 点の合計 1,547 点である。石器集中部は 4 単位、礫集中部

は 8 単位が区分された。

A 石器

　２群の石器は、ナイフ形石器 3 点、彫刻刀形石器 1 点、側刃形石器 8 点、錐形石器 2 点、楔形石器 1 点、

製作痕跡石器破片 8 点（内 5 点は接合個体）、敲打痕跡石器 1 点、使用痕跡石器破片 1 点、剥片 129 点、

砕片 6 点、石核 8 点、石核破片 1 点の計 169 点である。石器集中部は 4 単位が設定されて、石器集

中部内に 124 点（73%）・石器集中部外に 45 点（27%）が存在する。

　２群の接合個体は、全部で 16 個体が確認された。第 1 石器集中部に関連する個体は 3 個体（集中

部周辺での接合個体 1 を含む）、第２石器集中部に関連する個体は 3 個体、第４石器集中部に関連す

る個体は 10 個体である。

石器集中部（4 単位）

第１石器集中部【2-S1】T4 区（2020 年調査） 36 点

　T 区の北東部に位置する（第 14 図）。北側は目白通りに接する。第２礫集中部【2-R1】と重複する。

　出土石器は、黒色頁岩製錐形石器〈33-2Z.41〉+〈33-2Z.76〉（第 31 図 -14）、珪質頁岩製石核〈33-2Z. 

57〉（第 35 図 -40）、使用痕跡石器破片〈33-2Z.61〉（第 32 図 -20）、大形石刃〈32-3A.65〉（第 34

図 -26）が含まれる。

　石材の内訳は、黒曜岩 (10)、チャート (2)、頁岩 (1)、黒色安山岩 (3)、珪質頁岩 (11)、硬質頁岩 (3)、

黒色頁岩 (6) である。

＊接合個体（3 個体）

[2-6-1]（第 15 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 0.4m

接合式：1/2　平坦な打面から末端部に礫面を有する黒色安山岩製の小剥片を連続して剥離する。礫

面を残す小剥片 2-6-1-1〈32-3A.26〉に続いてやや大きめの剥片 2-6-1-2〈32-3A.69〉を連続して剥

離する。集中部西側の集中部周辺で接合する。

[2-9-1]（第 15 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 1.3m

接合式：1/2　平坦な打面から硬質頁岩製の横長剥片を連続して剥離する。礫面を残す横長剥片 2-9-

1-1〈33-2Z.18〉を稜線上打点から剥離、引き続き同じような横長剥片 2-9-1-2〈33-2Z.68〉を剥離

するが、節理面を介在して縦割れが生じている。集中部南側周辺と集中部中央部との接合である。

[2-12-1]（第 15 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 0.9m

接合式：1a+1b　黒色頁岩製礫面付き厚手縦長剥片の右側縁下半に鋸歯状の調整加工を施して錐形石

器とする（第 31 図 -14）。調整加工中に錐部破片〈33-2Z.76〉と打面部分本体〈33-2Z.41〉に折損する。

集中部内東寄りに分布する。

第２石器集中部【2-S2】T3 区（2017 年調査） 8 点

　東方に第１石器集中部【2-S1】、南東に第３石器集中部【2-S3】が位置する（第 16 図）。第２石器

集中部と第３石器集中部を含むように第２礫集中部【2-R2】が重複する。

　出土石器は、頁岩製側刃形石器〈31-3A.39〉[2-5-1-2]（第 31 図 -12）、珪質頁岩製製作痕跡石器
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出土した。

２）２群（Ⅳ層中部）

　２群遺物群は、石器 169 点・礫 1,378 点の合計 1,547 点である。石器集中部は 4 単位、礫集中部

は 8 単位が区分された。

A 石器

　２群の石器は、ナイフ形石器 3 点、彫刻刀形石器 1 点、側刃形石器 8 点、錐形石器 2 点、楔形石器 1 点、

製作痕跡石器破片 8 点（内 5 点は接合個体）、敲打痕跡石器 1 点、使用痕跡石器破片 1 点、剥片 129 点、

砕片 6 点、石核 8 点、石核破片 1 点の計 169 点である。石器集中部は 4 単位が設定されて、石器集

中部内に 124 点（73%）・石器集中部外に 45 点（27%）が存在する。

　２群の接合個体は、全部で 16 個体が確認された。第 1 石器集中部に関連する個体は 3 個体（集中

部周辺での接合個体 1 を含む）、第２石器集中部に関連する個体は 3 個体、第４石器集中部に関連す

る個体は 10 個体である。

石器集中部（4 単位）

第１石器集中部【2-S1】T4 区（2020 年調査） 36 点

　T 区の北東部に位置する（第 14 図）。北側は目白通りに接する。第２礫集中部【2-R1】と重複する。

　出土石器は、黒色頁岩製錐形石器〈33-2Z.41〉+〈33-2Z.76〉（第 31 図 -14）、珪質頁岩製石核〈33-2Z. 

57〉（第 35 図 -40）、使用痕跡石器破片〈33-2Z.61〉（第 32 図 -20）、大形石刃〈32-3A.65〉（第 34

図 -26）が含まれる。

　石材の内訳は、黒曜岩 (10)、チャート (2)、頁岩 (1)、黒色安山岩 (3)、珪質頁岩 (11)、硬質頁岩 (3)、

黒色頁岩 (6) である。

＊接合個体（3 個体）

[2-6-1]（第 15 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 0.4m

接合式：1/2　平坦な打面から末端部に礫面を有する黒色安山岩製の小剥片を連続して剥離する。礫

面を残す小剥片 2-6-1-1〈32-3A.26〉に続いてやや大きめの剥片 2-6-1-2〈32-3A.69〉を連続して剥

離する。集中部西側の集中部周辺で接合する。

[2-9-1]（第 15 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 1.3m

接合式：1/2　平坦な打面から硬質頁岩製の横長剥片を連続して剥離する。礫面を残す横長剥片 2-9-

1-1〈33-2Z.18〉を稜線上打点から剥離、引き続き同じような横長剥片 2-9-1-2〈33-2Z.68〉を剥離

するが、節理面を介在して縦割れが生じている。集中部南側周辺と集中部中央部との接合である。

[2-12-1]（第 15 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 0.9m

接合式：1a+1b　黒色頁岩製礫面付き厚手縦長剥片の右側縁下半に鋸歯状の調整加工を施して錐形石

器とする（第 31 図 -14）。調整加工中に錐部破片〈33-2Z.76〉と打面部分本体〈33-2Z.41〉に折損する。

集中部内東寄りに分布する。

第２石器集中部【2-S2】T3 区（2017 年調査） 8 点

　東方に第１石器集中部【2-S1】、南東に第３石器集中部【2-S3】が位置する（第 16 図）。第２石器

集中部と第３石器集中部を含むように第２礫集中部【2-R2】が重複する。

　出土石器は、頁岩製側刃形石器〈31-3A.39〉[2-5-1-2]（第 31 図 -12）、珪質頁岩製製作痕跡石器
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第 11 図 2 群 石器・礫分布全体図
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第 12 図 2 群 石器集中部・礫集中部全体図
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第 12 図 2 群 石器集中部・礫集中部全体図
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第 13 図 2 群 石器集中部全体図



破片〈31-3A.56〉（第 32 図 -18）、砂岩製敲打痕跡石器〈31-3A.223〉（第 32 図 -19）、チャート製

石核〈31-3A.40〉[2-2-1-1b]（第 36 図 -45）、ホルンフェルス製石核〈31-3A.41〉[2-7-1-1b]（第 36

図 -44）、頁岩製調整剥片〈31-3A.51〉[2-5-1-1] が含まれる。

　石材内訳は、チャート (2)、砂岩 (1)、頁岩 (1)、ホルンフェルス (2)、珪質頁岩 (1)、黒色頁岩 (1) である。

　「周辺石器」としてチャート製石核〈32-3A.22〉（第 35 図 -42）が集中部の東方に位置する。

＊接合個体（3 個体）

[2-2-1]（第 17 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 0.6m

接合式：1a+1b　節理面が多く介在するチャート製礫塊を素材とする。節理面から剥落した盤状素材

の石核 1b〈31-3A.40〉を用いて、剥落した節理面を打面として横長の小剥片が剥離されている。集

中部内西側での接合である。

[2-5-1]（第 17 図）：接合点数２点（１類接合 1）接合距離 0.9m

接合式：1/2　表面全面が礫面で覆われる厚手の剥片素材の左側縁から末端部にかけて鋸歯状の調整

加工を施してやや左に偏った錐部を作出している。その後、その錐部の付け根に対して意図的な剥離

を施して、機能部と目される突出部分を取り去っている（2-5-1-1〈31-3A.51〉）。錐形石器から側刃

形石器（2-5-1-2〈31-3A.39〉）への転用であろうか。

[2-7-1]（第 18 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 0.7m

接合式：1a+1b　ホルンフェルス製の外反石刃屈曲部分の節理面で折損している。打面部破片 2-7-1-

1b〈31-3A.41〉（第 36 図 -44）を素材として裏面右側縁に連続したやや大きめの調整加工を施すの

に対して、左側縁には折損面から縁辺部分を削ぐような剥離がなされている。折損破片を利用した剥

片石核と判断したが、彫刻刀形石器の可能性も残る。

第３石器集中部【2-S3】T3 区（2017 年調査） 10 点

　北東方向に第１石器集中部【2-S1】、北西方向に第２石器集中部【2-S2】が位置する（第 16 図）。

第２石器集中部と第３石器集中部を含むように第２礫集中部【2-R2】が重複する。

　出土石器は、硬質頁岩製側刃形石器〈31-2Z.118〉（第 30 図 -5）が含まれる。

　石材内訳は、チャート (6)、頁岩 (2)、ホルンフェルス (1)、硬質頁岩 (1) である。

第４石器集中部【2-S4】T1 区（2016 年調査）・T8 区（2022 年調査） 66 点

　一つの石器集中部の西半分を 2016 年に、東半分を 2022 年に調査した（第 19 図）。第 19 図の赤

色記号は水晶製石器を示し、第 21 図に水晶製石器のみを抜き出した分布図を作成した。

　出土石器は、黒曜岩製ナイフ形石器〈29-2T.358〉（第 30 図 -1）・水晶製ナイフ形石器〈29-2T.192〉（第

30 図 -3）、黒曜岩製先刃形石器〈29-2T.270〉（第 73 図 -1：５群との群間接合 [5-1-1-1b]）、黒曜岩

製側刃形石器 4 点〈29-2T.281〉[2-1-5-3a]（第 30 図 -7）、〈29-2T.292〉[2-1-5-2a]（第 31 図 -11）、

〈29-2T.329〉[2-1-5-1]（第 30 図 -8）、〈29-2T.332〉（第 30 図 -6）、水晶製側刃形石器〈29-2T.297〉

[2-16-3-4]（第 31 図 -10）、黒曜岩製製作痕跡石器破片〈29-2T.300〉[2-1-5-3b]（第 30 図 -7）、〈29-2T. 

307〉[2-1-5-2b]（第 31 図 -11）、〈29-2T.312〉[2-1-5-2c]（第 31 図 -11）、水晶製製作痕跡石器破

片〈29-2T.138〉（第 32 図 -16）、〈29-2T.282〉（第 32 図 -17）、黒曜岩製剥片石核〈29-2T.148〉（第

35 図 -41）、黒曜岩製彫器削片〈29-2T.130〉（第 33 図 -21）、黒色頁岩製石刃〈29-2T.125〉（第 33

図 -24）が含まれる。
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破片〈31-3A.56〉（第 32 図 -18）、砂岩製敲打痕跡石器〈31-3A.223〉（第 32 図 -19）、チャート製

石核〈31-3A.40〉[2-2-1-1b]（第 36 図 -45）、ホルンフェルス製石核〈31-3A.41〉[2-7-1-1b]（第 36

図 -44）、頁岩製調整剥片〈31-3A.51〉[2-5-1-1] が含まれる。

　石材内訳は、チャート (2)、砂岩 (1)、頁岩 (1)、ホルンフェルス (2)、珪質頁岩 (1)、黒色頁岩 (1) である。

　「周辺石器」としてチャート製石核〈32-3A.22〉（第 35 図 -42）が集中部の東方に位置する。

＊接合個体（3 個体）

[2-2-1]（第 17 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 0.6m

接合式：1a+1b　節理面が多く介在するチャート製礫塊を素材とする。節理面から剥落した盤状素材

の石核 1b〈31-3A.40〉を用いて、剥落した節理面を打面として横長の小剥片が剥離されている。集

中部内西側での接合である。

[2-5-1]（第 17 図）：接合点数２点（１類接合 1）接合距離 0.9m

接合式：1/2　表面全面が礫面で覆われる厚手の剥片素材の左側縁から末端部にかけて鋸歯状の調整

加工を施してやや左に偏った錐部を作出している。その後、その錐部の付け根に対して意図的な剥離

を施して、機能部と目される突出部分を取り去っている（2-5-1-1〈31-3A.51〉）。錐形石器から側刃

形石器（2-5-1-2〈31-3A.39〉）への転用であろうか。

[2-7-1]（第 18 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 0.7m

接合式：1a+1b　ホルンフェルス製の外反石刃屈曲部分の節理面で折損している。打面部破片 2-7-1-

1b〈31-3A.41〉（第 36 図 -44）を素材として裏面右側縁に連続したやや大きめの調整加工を施すの

に対して、左側縁には折損面から縁辺部分を削ぐような剥離がなされている。折損破片を利用した剥

片石核と判断したが、彫刻刀形石器の可能性も残る。

第３石器集中部【2-S3】T3 区（2017 年調査） 10 点

　北東方向に第１石器集中部【2-S1】、北西方向に第２石器集中部【2-S2】が位置する（第 16 図）。

第２石器集中部と第３石器集中部を含むように第２礫集中部【2-R2】が重複する。

　出土石器は、硬質頁岩製側刃形石器〈31-2Z.118〉（第 30 図 -5）が含まれる。

　石材内訳は、チャート (6)、頁岩 (2)、ホルンフェルス (1)、硬質頁岩 (1) である。

第４石器集中部【2-S4】T1 区（2016 年調査）・T8 区（2022 年調査） 66 点

　一つの石器集中部の西半分を 2016 年に、東半分を 2022 年に調査した（第 19 図）。第 19 図の赤

色記号は水晶製石器を示し、第 21 図に水晶製石器のみを抜き出した分布図を作成した。

　出土石器は、黒曜岩製ナイフ形石器〈29-2T.358〉（第 30 図 -1）・水晶製ナイフ形石器〈29-2T.192〉（第

30 図 -3）、黒曜岩製先刃形石器〈29-2T.270〉（第 73 図 -1：５群との群間接合 [5-1-1-1b]）、黒曜岩

製側刃形石器 4 点〈29-2T.281〉[2-1-5-3a]（第 30 図 -7）、〈29-2T.292〉[2-1-5-2a]（第 31 図 -11）、

〈29-2T.329〉[2-1-5-1]（第 30 図 -8）、〈29-2T.332〉（第 30 図 -6）、水晶製側刃形石器〈29-2T.297〉

[2-16-3-4]（第 31 図 -10）、黒曜岩製製作痕跡石器破片〈29-2T.300〉[2-1-5-3b]（第 30 図 -7）、〈29-2T. 

307〉[2-1-5-2b]（第 31 図 -11）、〈29-2T.312〉[2-1-5-2c]（第 31 図 -11）、水晶製製作痕跡石器破

片〈29-2T.138〉（第 32 図 -16）、〈29-2T.282〉（第 32 図 -17）、黒曜岩製剥片石核〈29-2T.148〉（第

35 図 -41）、黒曜岩製彫器削片〈29-2T.130〉（第 33 図 -21）、黒色頁岩製石刃〈29-2T.125〉（第 33

図 -24）が含まれる。
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第 14 図 2 群 第 1 石器集中部【2-S1】

第 15 図 2 群 第 1 石器集中部 接合個体
→ p.20
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　石材内訳は、黒曜岩 (37)、チャート (2)、頁岩 (4)、黒色安山岩 (1)、珪質頁岩 (1)、凝灰岩 (4)、黒

色頁岩 (1)、水晶 (16) である。

　「周辺石器」として黒曜岩製彫刻刀形石器〈29-2T.350〉[2-1-2-2]（第 23 図、第 30 図 -4）、凝灰

岩製楔形石器〈30-2T.13〉（第 31 図 -15）、黒色頁岩製石核〈29-2U.22〉（第 37 図 -46）、水晶製大

形剥片〈30-2U.59〉[2-16-3-1]（第 22 図、第 35 図 -39）、水晶製石核〈30-2U.10〉（第 36 図 -43）

が集中部の周辺に散在する。

＊接合個体（9 個体）

[2-16-1]（第 22 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 1.1m

接合式：1a+1b　水晶製剥片の打点部から節理面によって縦割れ状の破損を呈する。左半分 2-16-1-

1b〈29-2T.192〉は、破損節理面から二次調整加工を施してナイフ形石器とする（第 30 図 -3）。右

半分の剥片 2-16-1-1a〈29-2T.146〉は、折損して末端部分を欠失する。右側縁に僅かに礫面を残す。

集中部中央部での接合である。

[2-16-2]（第 22 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 0.7m

接合式：1/2　水晶製縦長小剥片の中間部での１類接合個体である。集中部中央部からやや南西寄り

での接合である。

[2-16-3]（第 22 図）：接合点数 7 点（１類接合 5・２類接合 1）接合距離 6.1m

─ 20 ─

Ⅲ　遺構と遺物

第 16 図 2 群 第 2・第 3 石器集中部 【2-S2】【2-S3】

→ p.22
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　石材内訳は、黒曜岩 (37)、チャート (2)、頁岩 (4)、黒色安山岩 (1)、珪質頁岩 (1)、凝灰岩 (4)、黒

色頁岩 (1)、水晶 (16) である。

　「周辺石器」として黒曜岩製彫刻刀形石器〈29-2T.350〉[2-1-2-2]（第 23 図、第 30 図 -4）、凝灰

岩製楔形石器〈30-2T.13〉（第 31 図 -15）、黒色頁岩製石核〈29-2U.22〉（第 37 図 -46）、水晶製大

形剥片〈30-2U.59〉[2-16-3-1]（第 22 図、第 35 図 -39）、水晶製石核〈30-2U.10〉（第 36 図 -43）

が集中部の周辺に散在する。

＊接合個体（9 個体）

[2-16-1]（第 22 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 1.1m

接合式：1a+1b　水晶製剥片の打点部から節理面によって縦割れ状の破損を呈する。左半分 2-16-1-

1b〈29-2T.192〉は、破損節理面から二次調整加工を施してナイフ形石器とする（第 30 図 -3）。右

半分の剥片 2-16-1-1a〈29-2T.146〉は、折損して末端部分を欠失する。右側縁に僅かに礫面を残す。

集中部中央部での接合である。

[2-16-2]（第 22 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 0.7m

接合式：1/2　水晶製縦長小剥片の中間部での１類接合個体である。集中部中央部からやや南西寄り

での接合である。

[2-16-3]（第 22 図）：接合点数 7 点（１類接合 5・２類接合 1）接合距離 6.1m
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Ⅲ　遺構と遺物

第 16 図 2 群 第 2・第 3 石器集中部 【2-S2】【2-S3】

→ p.22

31-2Z.118

31-3A.40

31-3A.41

31-3A.39

31-3A.51

32-3A.22

31-3A.56

31-3A.223

ⅤⅣ
下

Ⅵ ⅨⅦⅣ
上

Ⅲ Ⅹ

Ⅴ
Ⅳ下

Ⅵ

Ⅸ

Ⅶ

Ⅹ

【2-S3】

【2-S2】

2Z

3A

3231

0 5cm1/3

0 2m1/80

2Z

3A

3231

41.0

40.0

42.0

41
.0

40
.0

42
.0

旧石器時代　2 群

─ 21 ─

第 17 図 2 群 第 2 石器集中部 接合個体 (1)
→ p.22
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接合式：1/2/3/(4a+4b)/5/6　１類接合 (5)・２類接合 (1) の水晶製接合個体である。打面調整を施

して礫面が形成する稜部分を取り込むように縦長剥片 2-16-3-1〈30-2U.59〉（第 35 図 -39）、５群

に含まれる打面部分の小剥片 2-16-3-2〈29-2T.239〉（第 73 図 -2）、末端部分に礫面を残す先細りの

縦長剥片 2-16-3-3〈29-2T.137〉（第 35 図 -38）、同じように末端部分に礫面を残す縦長剥片の左側

縁に大きく抉りが入る調整加工を施すことによって打面部破片 2-16-3-4b〈29-2T.328〉と末端部破

片 2-16-3-4a〈29-2T.297〉に折損する側刃形石器（第 31 図 -10）が連続して剥離されている。その

後、礫面を残す末端部破片 2-16-3-5〈29-2T.347〉（第 34 図 -35）を剥離した後に、稜上から横長剥

片 2-16-3-6〈29-2T.142〉（第 34 図 -29）を剥離して形状を整えている。2-16-3-2〈29-2T.239〉の

みが５群相当の出土層位を示し、他の接合資料群は２群相当である。

　第４石器集中部の西側半分は「T1 区」の調査時（2016 年）に調査した（写真 -1）。Ⅳ層中部にお

ける第４石器集中部西半分の出土遺物を取り上げた後に、更に下層の調査が行われた（写真 -2・3）。

この際に壁面に存在した縦横 2cm 未満の 2-16-3-2〈29-2T.239〉が本来の出土位置である２群相当

のⅣ層中部から転落し、そのことに気づかぬままに下層における出土として記録されたもので、本来

の出土位置は２群相当のⅣ層中部と考える。

[2-1-1]（第 23 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 1.1m

接合式：1a+1b　長野県蓼科冷山産黒曜岩の礫面付き剥片末端部における折損接合個体である。集中

部中央部で接合する。

[2-1-2]（第 23 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 2.5m

接合式：1/2　長野県和田鷹山産黒曜岩を用いる。厚さ 7 ～ 8mm のやや厚手の剥片を素材として、

左側縁部に削片を剥離する。剥離面には顕著なうねり (undulation) が生じている。さらに重ねるよう

に削片 2-1-2-1〈29-2T.130〉（第 33 図 -21）を剥離する。削片打面部は欠損し、末端部はヒンジ状
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Ⅲ　遺構と遺物

第 18 図 2 群 第 2 石器集中部 接合個体 (2)

→ p.26
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接合式：1/2/3/(4a+4b)/5/6　１類接合 (5)・２類接合 (1) の水晶製接合個体である。打面調整を施

して礫面が形成する稜部分を取り込むように縦長剥片 2-16-3-1〈30-2U.59〉（第 35 図 -39）、５群

に含まれる打面部分の小剥片 2-16-3-2〈29-2T.239〉（第 73 図 -2）、末端部分に礫面を残す先細りの

縦長剥片 2-16-3-3〈29-2T.137〉（第 35 図 -38）、同じように末端部分に礫面を残す縦長剥片の左側

縁に大きく抉りが入る調整加工を施すことによって打面部破片 2-16-3-4b〈29-2T.328〉と末端部破

片 2-16-3-4a〈29-2T.297〉に折損する側刃形石器（第 31 図 -10）が連続して剥離されている。その

後、礫面を残す末端部破片 2-16-3-5〈29-2T.347〉（第 34 図 -35）を剥離した後に、稜上から横長剥

片 2-16-3-6〈29-2T.142〉（第 34 図 -29）を剥離して形状を整えている。2-16-3-2〈29-2T.239〉の

みが５群相当の出土層位を示し、他の接合資料群は２群相当である。

　第４石器集中部の西側半分は「T1 区」の調査時（2016 年）に調査した（写真 -1）。Ⅳ層中部にお

ける第４石器集中部西半分の出土遺物を取り上げた後に、更に下層の調査が行われた（写真 -2・3）。

この際に壁面に存在した縦横 2cm 未満の 2-16-3-2〈29-2T.239〉が本来の出土位置である２群相当

のⅣ層中部から転落し、そのことに気づかぬままに下層における出土として記録されたもので、本来

の出土位置は２群相当のⅣ層中部と考える。

[2-1-1]（第 23 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 1.1m

接合式：1a+1b　長野県蓼科冷山産黒曜岩の礫面付き剥片末端部における折損接合個体である。集中

部中央部で接合する。

[2-1-2]（第 23 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 2.5m

接合式：1/2　長野県和田鷹山産黒曜岩を用いる。厚さ 7 ～ 8mm のやや厚手の剥片を素材として、

左側縁部に削片を剥離する。剥離面には顕著なうねり (undulation) が生じている。さらに重ねるよう

に削片 2-1-2-1〈29-2T.130〉（第 33 図 -21）を剥離する。削片打面部は欠損し、末端部はヒンジ状
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第 19 図 2 群 第 4 石器集中部【2-S4】

第 20 図 2 群 石器集中部外 接合個体
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Ⅲ　遺構と遺物
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Ⅲ　遺構と遺物

第 21 図 2 群（5 群）水晶製石器 分布図
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第 22 図 2 群 第 4 石器集中部 接合個体（1）
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を呈する。削片を剥離後に彫刻刀形石器本体 2-1-2-2〈29-2T.350〉（第 30 図 -4）の打面部側を削片

剥離面から横方向に切断するように剥離する。彫刻刀形石器末端部側も折損面を取り込むように素材

裏面から細部調整加工が施されている。削片である 2-1-2-1〈29-2T.130〉は集中部中央から、彫刻

刀形石器である 2-1-2-2〈29-2T.350〉は集中部南東部周辺から出土している。

[2-1-3]（第 23 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 0.4m

接合式：1a+1b　表面全面に礫面を残す和田鷹山産黒曜岩の幅広剥片 2-1-3-1a〈29-2T.132〉の裏面

側に打瘤上裂痕に伴う小剥片 2-1-3-1b〈29-2T.329〉が接合する。表面は褐色の斑点を有する剥離面

礫面を呈する。剥離面同士の１類接合であるが、剥離に伴う同時割れなので２類接合として扱う。集

中部中央での接合である。

[2-1-4]（第 23 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 0.6m

接合式：1a+1b　和田鷹山産黒曜岩の不整形な剥片表面に潜在剥離痕末端部の小剥片が接合する。[2-

1-3] と同様に同時割れとして２類接合扱いとする。全体に微細な褐色の斑点を有する。集中部中央

での接合である。

[2-1-5]（第 24 図）：接合点数 6 点（１類接合 2・２類接合 3）接合距離 1.7m

接合式：1/(2a+2b+2c)/(3a+3b)　和田鷹山産黒曜岩製剥片の一側縁に加工を施した側刃形石器 3 点

が１類接合した接合個体である。1 枚目剥片 2-1-5-1〈29-2T.329〉（第 30 図 -8）は、剥離後に急角

度の調整加工を施す。末端部を欠損する。2 枚目剥片 2-1-5-2〈29-2T.292+29-2T.307+29-2T.312〉（第

31 図 -11）は、剥離後に左側縁に調整加工を施している最中に 3 つに折損する。3 枚目剥片 2-1-5-3

〈29-2T.281+29-2T. 300〉（第 30 図 -7）も同じように左側縁に調整加工を施している最中に折損する。

連続して剥離された 3 枚の剥片に対して、同じように調整加工中に折損事故が生じて廃棄されている。

3 枚目剥片 2-1-5-3〈29-2T.281+29-2T.300〉については調整加工とした剥離痕跡が他の資料よりも

やや大きく剥片石核とみなすことも可能であるが、剥離した横長剥片を用いた加工石器が不在である

こと、他の接合資料との作業工程の類似性から調整加工と判断した。いずれも集中部の中央からやや

北よりにかけて分布する。

[2-11-1]（第 22 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 0.7m

接合式：1/2　凝灰岩製の小剥片 2-11-1-1〈29-2T.294〉を剥離後に更に小さな剥片を剥離し、その
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中部中央での接合である。
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が１類接合した接合個体である。1 枚目剥片 2-1-5-1〈29-2T.329〉（第 30 図 -8）は、剥離後に急角

度の調整加工を施す。末端部を欠損する。2 枚目剥片 2-1-5-2〈29-2T.292+29-2T.307+29-2T.312〉（第

31 図 -11）は、剥離後に左側縁に調整加工を施している最中に 3 つに折損する。3 枚目剥片 2-1-5-3

〈29-2T.281+29-2T. 300〉（第 30 図 -7）も同じように左側縁に調整加工を施している最中に折損する。

連続して剥離された 3 枚の剥片に対して、同じように調整加工中に折損事故が生じて廃棄されている。

3 枚目剥片 2-1-5-3〈29-2T.281+29-2T.300〉については調整加工とした剥離痕跡が他の資料よりも

やや大きく剥片石核とみなすことも可能であるが、剥離した横長剥片を用いた加工石器が不在である

こと、他の接合資料との作業工程の類似性から調整加工と判断した。いずれも集中部の中央からやや

北よりにかけて分布する。

[2-11-1]（第 22 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 0.7m
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第 23 図 2 群 第 4 石器集中部 接合個体（2）

第 24 図 2 群 第 4 石器集中部 接合個体（3）
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後平坦な剥離面打面から幅広剥片 2-11-1-2〈29-2T.189〉を剥離する。集中部中央部での接合である。

＊集中部外（第 26 図）

　第２群の集中部外出土石器として 4 単位（集中部外①～④）を設定した。

集中部外① 3 点（第 25 図）

　T 区中央部やや北寄り（T1 区）、第４礫集中部【2-R4】と重複する。碧玉製〈29-2X.197〉（第 33

図 -22）、ホルンフェルス製〈29-2X.112〉（第 33 図 -25）、ホルンフェルス製〈29-2X.152〉（第 33

図 -23）の剥片（石刃）が 3 点出土した。

集中部外② 2 点（第 27 図）

　T 区中央部やや北寄り（T7 区）、第５礫集中部【2-R5】と重複する。凝灰岩製大形石核〈30-2X. 23〉（第

37 図 -47）、黒曜岩製側刃形石器〈30-2W.10〉（第 30 図 -9）が出土した。

集中部外③ 1 点（第 28 図）

　T 区中央部（T1 区）、北側に第６礫集中部【2-R6】が隣接する。和田鷹山産黒曜岩製ナイフ形石器

〈29-2W.51〉（第 30 図 -2）が出土した。

集中部外④ 1 点（第 29 図）

　T 区中央部（T2 区）に位置する。珪質頁岩製錐形石器〈29-2R.14〉（第 31 図 -13）が出土した。

＊集中部外 接合個体 (1 個体）

[2-11-2]（第 20 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 0.7m

接合式：1/2　打点から縦割れが生じている縦長剥片 2-11-2-1〈30-2U.82〉の剥離後に打面縁に頭

部調整を施して小剥片 2-11-2-2〈30-2U.67〉を剥離する。第４石器集中部【2-S4】の北側周辺に位

置する（第 19 図）。
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Ⅲ　遺構と遺物

第 25 図 2 群 石器集中部外①
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後平坦な剥離面打面から幅広剥片 2-11-1-2〈29-2T.189〉を剥離する。集中部中央部での接合である。

＊集中部外（第 26 図）

　第２群の集中部外出土石器として 4 単位（集中部外①～④）を設定した。

集中部外① 3 点（第 25 図）

　T 区中央部やや北寄り（T1 区）、第４礫集中部【2-R4】と重複する。碧玉製〈29-2X.197〉（第 33

図 -22）、ホルンフェルス製〈29-2X.112〉（第 33 図 -25）、ホルンフェルス製〈29-2X.152〉（第 33

図 -23）の剥片（石刃）が 3 点出土した。

集中部外② 2 点（第 27 図）

　T 区中央部やや北寄り（T7 区）、第５礫集中部【2-R5】と重複する。凝灰岩製大形石核〈30-2X. 23〉（第

37 図 -47）、黒曜岩製側刃形石器〈30-2W.10〉（第 30 図 -9）が出土した。

集中部外③ 1 点（第 28 図）

　T 区中央部（T1 区）、北側に第６礫集中部【2-R6】が隣接する。和田鷹山産黒曜岩製ナイフ形石器

〈29-2W.51〉（第 30 図 -2）が出土した。

集中部外④ 1 点（第 29 図）

　T 区中央部（T2 区）に位置する。珪質頁岩製錐形石器〈29-2R.14〉（第 31 図 -13）が出土した。

＊集中部外 接合個体 (1 個体）

[2-11-2]（第 20 図）：接合点数 2 点（１類接合 1）接合距離 0.7m

接合式：1/2　打点から縦割れが生じている縦長剥片 2-11-2-1〈30-2U.82〉の剥離後に打面縁に頭

部調整を施して小剥片 2-11-2-2〈30-2U.67〉を剥離する。第４石器集中部【2-S4】の北側周辺に位

置する（第 19 図）。
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Ⅲ　遺構と遺物

第 25 図 2 群 石器集中部外①
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第 26 図 2 群 石器集中部外範囲区分図
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Ⅲ　遺構と遺物

第 27 図 2 群 石器集中部外②

第 28 図 2 群 石器集中部外③ 第 29 図 2 群 石器集中部外④
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Ⅲ　遺構と遺物

第 27 図 2 群 石器集中部外②

第 28 図 2 群 石器集中部外③ 第 29 図 2 群 石器集中部外④
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出土石器

1. ナイフ形石器 (3)

　第 30 図 -1. 黒曜岩製〈29-2T.358〉：基部から左側縁にかけて素材剥片の打面を残す。右側縁全体

に急斜度の調整加工を施す。

　第 30 図 -2. 黒曜岩製（和田鷹山）〈29-2W.51〉：基部に平坦な打面を残す。先端部右側縁に斜断状

の急斜度調整加工を施す。右側縁下半は鋸歯状の調整加工である。先端部を折損する。

　第 30 図 -3. 水晶製〈29-2T.192〉[2-16-1-1b] 素材剥片打面部側に基部を設定している。打点部か

ら縦割れ状に節理面で接合している [2-16-1]。ほぼ平坦な腹面部にも斜めに若干の節理面が突出して

いる。縦割れ状の節理面から二次調整加工を施して先端部を形成する。若干の先端部を欠損する。

2. 彫刻刀形石器 (1)

　第 30 図 -4. 黒曜岩製（和田鷹山）〈29-2T.350〉：末端部ヒンジを呈する左側縁に削片末端部が接

合する [2-1-2]。削片剥離後に削片剥離面から彫刀面が横断するように施されている。接合削片剥離

以前にも同じような箇所に褶曲の著しい削片剥離面が認められる。この剥離面と末端部折損面を取り

込むように裏面右側縁下端に急斜度の調整加工が施されている。

3. 側刃形石器 (8)

　第 30 図 -5. 硬質頁岩製〈31-2Z.118〉：打点が残る打面縁から裏面右側縁にかけて連続した微細な

調整加工を施す。末端部を折損する。

　第 30 図 -6. 黒曜岩製〈29-2T.332〉：平坦な礫面を打面として軟質の打撃具を用いた際に特徴的に

生じる拡散した打瘤形状を示す。突出した左側縁部に連続した微細な調整加工を施す。

　第 30 図 -7. 黒曜岩製〈29-2T.281+29-2T.300〉：1 類接合 (2)[2-1-5] の 3 枚目の剥片 [2-1-5-3] の

左側縁部に大きな調整加工が施され、打点部分から折損する。

　第 30 図 -8. 黒曜岩製〈29-2T.329〉：１類接合 (2)[2-1-5] の 1 枚目の縦長剥片 [2-1-5-1] の礫面部分

の右側縁に不揃いで急斜度の調整加工が施されている。調整加工が施された部分の腹面には複数の潜

在剥離痕跡が認められる。末端部を欠損する。

　第 30 図 -9. 黒曜岩製〈30-2W.10〉：素材剥片表面の剥離面は風化が著しく稜線も摩耗している。

左側縁部にやや内湾する急斜度の調整加工、裏面右側縁下半に微細な調整加工が施される。

　第 31 図 -10. 水晶製〈29-2T.297+29-2T.328〉：１類接合 (5)[2-16-3] の 4 枚目の縦長剥片 [2-16-3-4]

が二分割されている。打面縁が調整加工されたやや厚手の縦長剥片の左側縁部に大きな調整加工を施

した際に上下２つに折損している。

　第 31 図 -11. 黒曜岩製〈29-2T.292+29-2T.307+29-2T.312〉：1 類接合 (2) [2-1-5] の 2 枚目の縦長

剥片 [2-1-5-2] が三分割されている。平坦な打面を残す素材剥片の左側縁上半部に大きめの調整加工

を施している際に破損したと思われる。

　第 31 図 -12. 頁岩製〈31-3A.39〉：元々は礫面を大きく残す厚手の剥片を素材として長軸よりやや

左に偏った錐部を有する錐形石器であったが [2-5-1]、作出した錐部分を裏面から大きく打ち欠くこ

とによって大きめの連続した調整加工が施されている [2-5-1-2]。

4. 錐形石器 (2)

　第 31 図 -13. 珪質頁岩製〈29-2R.14〉：幅広の平坦打面を有する素材剥片の右側縁に平坦な調整加
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工を施して錐部を作出している。素材剥片末端部は折損しており、ここにも錐部が作出されていた可

能性が高い。折損面から表面に厚みを減じるような複数の調整加工が施されている。

　第 31 図 -14. 黒色頁岩製〈33-2Z.41+33-2Z.76〉：左側縁に残る礫面を残しながら右側縁部に鋸歯

状の調整加工を施して末端部に錐部を作り出す。右側縁中央付近での調整加工時に折損する [2-12-1]。

5. 楔形石器 (1)

　第 31 図 -15. 凝灰岩製〈30-2T.13〉：上下に微細な剥離痕跡が認められ、縦断面形は紡錘状を呈する。

裏面には圧縮したリングが認められる。

6. 製作痕跡石器破片 (3)

　第 32 図 -16. 水晶製〈29-2T.138〉：薄手の剥片の右側縁に微細な調整加工が施されている。やや

鋸歯状を呈する。

　第 32 図 -17. 水晶製〈29-2T.282〉：右側縁部にやや急斜度の調整加工が施されている。裏面左側

縁部にも平坦な調整加工が施されているようにも思われるが、剥離面を識別することができない。上

下共に折損する。

　第 32 図 -18. 珪質頁岩製〈31-3A.56〉：右側縁に礫面が残る厚手の剥片を素材とする。左側縁部か

ら大きな調整加工が施される。中央部節理面より折損する。

7. 敲打痕跡石器 (1)

　第 32 図 -19. 砂岩製〈31-3A.223〉：棒状礫の上下両端に敲打痕跡が認められる。表面全面および

裏面上半部に煤状付着物が認められる。

8. 使用痕跡石器破片 (1)

　第 32 図 -20. 黒色頁岩製〈33-2Z.61〉：突出した礫頂部に打撃に伴う剥離痕跡と共に敲打痕跡を有

する厚手の剥片である。本来ならば剥片として報告すべきであるが、特徴的な痕跡を有していること

からあえて使用痕跡石器破片として報告する。錐形石器から側刃形石器に変形している [2-5-1] など

も同じような特徴を示す。

9-1. 剥片 ( 削片 1、石刃：5)

　第 33 図 -21. 黒曜岩製〈29-2T.130〉[2-1-2-1]：彫刻刀形石器 [2-1-2-2] に接合する削片末端部である。

　第 33 図 -22. 碧玉製〈29-2X.197〉：いわゆる「赤玉石」と称される。素材礫の稜状部分を取り込

んでいる。裏面は節理面が顕著である。

　第 33 図 -23. ホルンフェルス製〈29-2X.152〉：右側縁部に礫面を残す。

　第 33 図 -24. 黒色頁岩製〈29-2T.125〉：調整打面を有し、末端部が末広がりとなる。

　第 33 図 -25. ホルンフェルス製〈29-2X.112〉：右側縁部がやや厚手となる。全面の風化が著しい。

　第 34 図 -26. 珪質頁岩製〈32-3A.65〉：縦横に節理面が入るやや粗雑な石材である。末端部は縦に

入る節理面によって欠損する。

9-2. 剥片 ( 水晶：13）

　水晶製小剥片は、以下の 9 点である（第 34 図 -27. 砕片〈29-2T.191〉、第 34 図 -28. 小剥片〈29-

2T.340〉、第 34 図 -29. 横長剥片〈29-2T.142〉[2-16-3-6]、第 34 図 -30. 剥片打面部破片〈29-2T.146〉

[2-16-1-1a] ナイフ形石器との縦割れ接合資料、第 34 図 -31. 剥片中間部破片〈29-2T.105〉[2-16-2-1]、

第 34 図 -32.〈29-2T.163〉[2-16-2-2]、第 34 図 -33.〈30-2T.9〉、第 34 図 -34. 剥片末端部破片〈29-

─ 34 ─
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工を施して錐部を作出している。素材剥片末端部は折損しており、ここにも錐部が作出されていた可

能性が高い。折損面から表面に厚みを減じるような複数の調整加工が施されている。

　第 31 図 -14. 黒色頁岩製〈33-2Z.41+33-2Z.76〉：左側縁に残る礫面を残しながら右側縁部に鋸歯

状の調整加工を施して末端部に錐部を作り出す。右側縁中央付近での調整加工時に折損する [2-12-1]。

5. 楔形石器 (1)

　第 31 図 -15. 凝灰岩製〈30-2T.13〉：上下に微細な剥離痕跡が認められ、縦断面形は紡錘状を呈する。

裏面には圧縮したリングが認められる。

6. 製作痕跡石器破片 (3)

　第 32 図 -16. 水晶製〈29-2T.138〉：薄手の剥片の右側縁に微細な調整加工が施されている。やや

鋸歯状を呈する。

　第 32 図 -17. 水晶製〈29-2T.282〉：右側縁部にやや急斜度の調整加工が施されている。裏面左側

縁部にも平坦な調整加工が施されているようにも思われるが、剥離面を識別することができない。上

下共に折損する。

　第 32 図 -18. 珪質頁岩製〈31-3A.56〉：右側縁に礫面が残る厚手の剥片を素材とする。左側縁部か

ら大きな調整加工が施される。中央部節理面より折損する。

7. 敲打痕跡石器 (1)

　第 32 図 -19. 砂岩製〈31-3A.223〉：棒状礫の上下両端に敲打痕跡が認められる。表面全面および

裏面上半部に煤状付着物が認められる。

8. 使用痕跡石器破片 (1)

　第 32 図 -20. 黒色頁岩製〈33-2Z.61〉：突出した礫頂部に打撃に伴う剥離痕跡と共に敲打痕跡を有

する厚手の剥片である。本来ならば剥片として報告すべきであるが、特徴的な痕跡を有していること

からあえて使用痕跡石器破片として報告する。錐形石器から側刃形石器に変形している [2-5-1] など

も同じような特徴を示す。

9-1. 剥片 ( 削片 1、石刃：5)

　第 33 図 -21. 黒曜岩製〈29-2T.130〉[2-1-2-1]：彫刻刀形石器 [2-1-2-2] に接合する削片末端部である。

　第 33 図 -22. 碧玉製〈29-2X.197〉：いわゆる「赤玉石」と称される。素材礫の稜状部分を取り込

んでいる。裏面は節理面が顕著である。

　第 33 図 -23. ホルンフェルス製〈29-2X.152〉：右側縁部に礫面を残す。

　第 33 図 -24. 黒色頁岩製〈29-2T.125〉：調整打面を有し、末端部が末広がりとなる。

　第 33 図 -25. ホルンフェルス製〈29-2X.112〉：右側縁部がやや厚手となる。全面の風化が著しい。

　第 34 図 -26. 珪質頁岩製〈32-3A.65〉：縦横に節理面が入るやや粗雑な石材である。末端部は縦に

入る節理面によって欠損する。

9-2. 剥片 ( 水晶：13）

　水晶製小剥片は、以下の 9 点である（第 34 図 -27. 砕片〈29-2T.191〉、第 34 図 -28. 小剥片〈29-

2T.340〉、第 34 図 -29. 横長剥片〈29-2T.142〉[2-16-3-6]、第 34 図 -30. 剥片打面部破片〈29-2T.146〉

[2-16-1-1a] ナイフ形石器との縦割れ接合資料、第 34 図 -31. 剥片中間部破片〈29-2T.105〉[2-16-2-1]、

第 34 図 -32.〈29-2T.163〉[2-16-2-2]、第 34 図 -33.〈30-2T.9〉、第 34 図 -34. 剥片末端部破片〈29-
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2T.345〉、第 34 図 -35.〈29-2T.347〉[2-16-3-5]）。

　第 34 図 -36. 水晶製剥片〈29-2T.275〉：末端部を欠損する。右側面に礫面を残す。

　第 34 図 -37. 同〈29-2T.136〉：背面に稜状部分を取り込んで、縦断面形がやや湾曲する。

　第 35 図 -38. 同〈29-2T.137〉[2-16-3-3]：打点部分が点状に僅かに残る。先細りの末端部分に礫

面が残る。

　第 35 図 -39. 同〈30-2U.59〉[2-16-3-1]：調整された打面を有する。先細りの末端部分に僅かに調

整加工痕跡が認められるが、意図的なものか定かではない。表面左は黄灰色の花崗岩由来の物質（ペ

グマタイト）が付着する礫面、表面右は曇ガラス状の平坦な礫面である。

10. 石核 (8)

　第 35 図 -40. 珪質頁岩製剥片石核〈33-2Z.57〉：厚手の剥片素材末端部右側縁から大きく剥離を施す。

錐形石器の可能性もある。

　第 35 図 -41. 黒曜岩製（和田鷹山）剥片石核〈29-2T.148〉：右側縁から先細りの末端部・左側縁

にかけて礫面を残す。表面左半分の剥離面を打面として裏面にかけて剥離を施す。打面とした表面左

半分の剥離面上には様々な傷痕跡が認められる。

　第 35 図 -42. チャート製〈32-3A.22〉：節理の多いチャートの礫塊を素材とする。節理面を打面と

して突出部に対して剥離を施す。

　第 36 図 -43. 水晶製〈30-2U.10〉：横断面は、剥離作業面幅が 1.8cm ほどの楔状を呈する。上面打

面は湾曲し節理面によって段差が生じている。左側面は平坦な単剥離面、右側面の背面部分は左側面

から調整加工が施されているようだが、剥離面および剥離方向共に判断が困難である。

　第 36 図 -44. ホルンフェルス製剥片石核〈31-3A.41〉[2-7-1-1b]：右側縁に礫面を残す「しの字」

状剥片がほぼ中央部で折損し、打面部分を用いて折損面からの剥離および表面の剥離面から裏面に向

けて連続した平坦な剥離がなされている。

　第 36 図 -45. チャート製〈31-3A.40〉[2-2-1-1b]：礫面と節理面で構成された盤状素材から横長の

剥片を剥離している。

　第 37 図 -46. 黒色頁岩製〈29-2U.22〉：末端部がやや外反する厚手の剥片を素材とする。表裏両面

に剥離を施し、あたかも船底形細石刃核のような形状を呈する。

　第 37 図 -47. 凝灰岩製〈30-2X.23〉：背面に大きく礫面を残す。残存する礫面からの潜在剥離痕が

認められるが、白色の筋状の模様が入る良質で綺麗な石材である。上面を打面とした剥離は末端部が

ヒンジないしはステップ状を呈し剥離が断念されている。正面右下の平坦な剥離面を打面とした右側

面方向への剥離では連続した縦長剥片が剥離されている。重量は、1,080g である。
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第 37 図 2 群 出土石器（8）
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B 礫

　２群の礫総数は、1,378 点である。

　礫集中部は、8 単位が設定された。礫集中部内に 1,257 点（91%）、礫集中部外に 121 点（9%）

が存在する。

　礫接合個体は、チャート（50）・砂岩（130）・頁岩（8）・ホルンフェルス（2）・珪質頁岩（4）・

凝灰岩（1）・その他（2）の計 197 個体が見出された。接合距離が 2m 以上の 20 個体を図示した。

接合距離が 10m 以上の「長距離接合」は、2 個体（[2-3-91]・[2-5-6]）である。

礫集中部（８単位）

第１礫集中部【2-R1】＜ 32・33-2Y ～ 3A ＞（2020 年調査）164 点・15,684g

　T 区の北東部である T4 区に位置する（第 39 図）。西側には第２礫集中部【2-R2】が隣接する。東

側にややまとまった礫密集部が認められる。東方の調査区外に更に分布が続くものと思われる。第１

石器集中部【2-S1】と重複する。

＊接合個体

・[2-5-6]：4 点　30m（接合距離第 2 位）第 49 図

　第１礫集中部【2-R1】に 3 点、30m 離れた第６礫集中部【2-R6】周辺に 1 点が存在する。

第２礫集中部【2-R2】＜ 31・32-2Z・3A ＞（2017 年調査）349 点・23,527g

　T 区の北東部（T3 区）に位置する（第 40 図）。東側に第１礫集中部【2-R1】、南西方向に第３礫

集中部【2-R3】が隣接する。北側に第２石器集中部【2-S2】、南側に第３石器集中部【2-S3】が重複

する（第 16 図）。

　北側密集部内に重量礫〈31-3A.220〉1,847g、北西集中部外に重量礫〈31-3A.33〉1,186g が存在する。

＊接合個体

・〇 [2-3-91]：2 点　33.5m（接合距離第 1 位）第 49 図

　第２礫集中部【2-R2】出土の〈31-3A.113〉は、礫面・割れ面共に被熱痕跡を示す。【2-R2】から

南西方向に 33.5m 離れた F 区出土の〈28-2U.51〉は、小片で礫面・割れ面共に被熱痕跡を示さない。

〈28-2U.51〉は、北側の【国 2-R6】と西側の【国 2-R5】、南側の【国 2-R7】に囲まれた集中部外か

ら出土した礫である（東京都埋蔵文化財センター 2020 第１分冊 第 304 図：324 頁）。

　[2-3-91] は、接合資料双方の黒色付着物が異なる状態を示す「異状態接合礫」（五十嵐 2013）である。

本来一つの礫が何らかの要因で割れてから後に、F 区出土の小片は熱を受けることがなかったのに対

して、T 区出土礫は熱を受けたことによって礫面および割れ面が共に黒色状の物質が付着することに

なった（B → NH+H）。F 区と T 区と 33.5m の距離を隔てて出土した二つの礫片は、割れてから後に

取り扱いの違い（被熱するか、しないか）があったことが示唆される。

第３礫集中部【2-R3】＜ 31-2Z ＞ （2017 年調査）6 点・483g

　T 区の北東部（T3 区）に位置する（第 40 図）。北東方向に第２礫集中部【2-R2】が隣接する。３

群の第１礫集中部【3-R1】と重複する。

＊接合個体

[2-3-30]：2 点 2.2m（接合距離第 23 位）第 49 図

　第３礫集中部【2-R3】南端部と第２礫集中部【2-R2】との中間部分から出土した礫の接合個体である。
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B 礫

　２群の礫総数は、1,378 点である。

　礫集中部は、8 単位が設定された。礫集中部内に 1,257 点（91%）、礫集中部外に 121 点（9%）

が存在する。

　礫接合個体は、チャート（50）・砂岩（130）・頁岩（8）・ホルンフェルス（2）・珪質頁岩（4）・

凝灰岩（1）・その他（2）の計 197 個体が見出された。接合距離が 2m 以上の 20 個体を図示した。

接合距離が 10m 以上の「長距離接合」は、2 個体（[2-3-91]・[2-5-6]）である。

礫集中部（８単位）

第１礫集中部【2-R1】＜ 32・33-2Y ～ 3A ＞（2020 年調査）164 点・15,684g

　T 区の北東部である T4 区に位置する（第 39 図）。西側には第２礫集中部【2-R2】が隣接する。東

側にややまとまった礫密集部が認められる。東方の調査区外に更に分布が続くものと思われる。第１

石器集中部【2-S1】と重複する。

＊接合個体

・[2-5-6]：4 点　30m（接合距離第 2 位）第 49 図

　第１礫集中部【2-R1】に 3 点、30m 離れた第６礫集中部【2-R6】周辺に 1 点が存在する。

第２礫集中部【2-R2】＜ 31・32-2Z・3A ＞（2017 年調査）349 点・23,527g

　T 区の北東部（T3 区）に位置する（第 40 図）。東側に第１礫集中部【2-R1】、南西方向に第３礫

集中部【2-R3】が隣接する。北側に第２石器集中部【2-S2】、南側に第３石器集中部【2-S3】が重複

する（第 16 図）。

　北側密集部内に重量礫〈31-3A.220〉1,847g、北西集中部外に重量礫〈31-3A.33〉1,186g が存在する。

＊接合個体

・〇 [2-3-91]：2 点　33.5m（接合距離第 1 位）第 49 図

　第２礫集中部【2-R2】出土の〈31-3A.113〉は、礫面・割れ面共に被熱痕跡を示す。【2-R2】から

南西方向に 33.5m 離れた F 区出土の〈28-2U.51〉は、小片で礫面・割れ面共に被熱痕跡を示さない。

〈28-2U.51〉は、北側の【国 2-R6】と西側の【国 2-R5】、南側の【国 2-R7】に囲まれた集中部外か

ら出土した礫である（東京都埋蔵文化財センター 2020 第１分冊 第 304 図：324 頁）。

　[2-3-91] は、接合資料双方の黒色付着物が異なる状態を示す「異状態接合礫」（五十嵐 2013）である。

本来一つの礫が何らかの要因で割れてから後に、F 区出土の小片は熱を受けることがなかったのに対

して、T 区出土礫は熱を受けたことによって礫面および割れ面が共に黒色状の物質が付着することに

なった（B → NH+H）。F 区と T 区と 33.5m の距離を隔てて出土した二つの礫片は、割れてから後に

取り扱いの違い（被熱するか、しないか）があったことが示唆される。

第３礫集中部【2-R3】＜ 31-2Z ＞ （2017 年調査）6 点・483g

　T 区の北東部（T3 区）に位置する（第 40 図）。北東方向に第２礫集中部【2-R2】が隣接する。３

群の第１礫集中部【3-R1】と重複する。

＊接合個体

[2-3-30]：2 点 2.2m（接合距離第 23 位）第 49 図

　第３礫集中部【2-R3】南端部と第２礫集中部【2-R2】との中間部分から出土した礫の接合個体である。
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第 38 図 2 群 礫集中部全体図
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Ⅲ　遺構と遺物

第 39 図 2 群 第 1 礫集中部 【2-R1】

第 40 図 2 群 第 2・第 3 礫集中部【2-R2】【2-R3】
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Ⅲ　遺構と遺物

第 39 図 2 群 第 1 礫集中部 【2-R1】

第 40 図 2 群 第 2・第 3 礫集中部【2-R2】【2-R3】

 A
42

.0
 A

’

Ⅴ
Ⅳ下

Ⅵ

Ⅸ

Ⅶ

ⅤⅣ
下

Ⅵ ⅨⅦⅣ
上

32 33

2Z

3A

31

【2-R1】

【2-R2】

0 2m1/100

32 33

2Z

3A

1
～

5
0

5
1
～
1
0
0

1
0
1
～

1
5
0

1
5
1
～

2
0
0

2
0
1
～

2
5
0

（点）

（ｇ）2
5
1
～

3
0
0

3
0
1
～

0

10

20

30

40

50

60

70

80

30

21 18

6 5 8

76

2-R1 礫重量分布
　　　総数164点

41.0

42.0

41
.0

42
.0 【R2】

【R3】

0 2m1/100

Ⅴ
Ⅳ下

Ⅵ

Ⅶ

ⅤⅣ
下

Ⅵ ⅦⅣ
上

【2-R2】

【2-R3】

【2-R1】

2Y

2Z

3A

31 32

2Y

2Z

3A

31 32

1
～

5
0

5
1
～
1
0
0

1
0
1
～

1
5
0

1
5
1
～

2
0
0

2
0
1
～

2
5
0

（点）

2
5
1
～

3
0
0

3
0
1
～

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

200

210

（ｇ）1
0
0
1
～

210

60

1

39

21

11
4 3

2-R2 礫重量分布
　　　総数349点

1
～

5
0

5
1
～
1
0
0

1
0
1
～

1
5
0

（点）

（ｇ）

0

10

20

2 1 3

2-R3 礫重量分布
　　　総数6点

31‑3A.33 31-3A.220

〈31-3A.33〉

〈31-3A.220〉

41.0

42.0 41
.0

42
.0

【R1】

第４礫集中部【2-R4】＜ 28・29-2X ＞（2016 年調査）205 点・22,198g

　T 区の北部（T1 区）に位置する（第 41 図）。南側に大規模な倒木痕跡があり、第４礫集中部【2-R4】

も影響を被っている。石器集中部外①（第 25 図）と重複する。集中部内に東から重量礫〈29-2X.148〉

1,153g、〈29-2X.35〉1,198g、〈29-2X.191〉1,039g が存在する。

＊接合個体

　以下の 6 個体は、いずれも第４礫集中部【2-R4】に関連する接合分布を示す。（[2-3-15]：2 点 2.3m

（21 位）第 50 図、[2-3-16]：2 点 2.6m（19 位）第 51 図、[2-3-53]：3 点 4.3m（13 位）第 50 図、

[2-3-77]：4 点 3.1m（17 位）第 50 図、[2-3-78]：4 点 2.3m（21 位）第 51 図、[2-3-87]：6 点 2.6m

（19 位）第 52 図）。[2-3-90] は、T6 区と縄文包含層出土礫の接合である（2 点 4.4m（12 位）第 52 図）。

第５礫集中部【2-R5】＜ 30-2W・2X ＞（2020 年調査）106 点・13,879g

　T 区の北部（T7 区）に位置する（第 42 図）。既存の鋼板塀に制約されてトレンチ状の調査区となった。

一部西側に拡張した。西方に位置する第４礫集中部【2-R4】（2016 年調査）と連なる可能性がある。

石器集中部外②と重複する。第５礫集中部【2-R5】北東から大形の凝灰岩製石核が単独で出土した（第

27 図）。

第６礫集中部【2-R6】 ＜ 29-2W ＞（2017 年調査）23 点・1,325g

　T 区の北部（T1 区）に位置する小規模な礫集中部である（第 43 図）。北東方向に第５礫集中部【2-

R5】、北西方向に倒木痕跡を挟んで第４礫集中部【2-R4】が位置する。石器集中部外③と重複する（第

28 図）。

第７礫集中部【2-R7】＜ 29・30-2T・2U ＞（2016 年・2022 年調査）377 点・13,574g

　T 区のほぼ中央（T1 区・T8 区）に位置する（第 47 図）。西側部分を T1 区として 2016 年に、東

側部分を T8 区として 2022 年に調査した。大まかに 4 カ所ほどの密集部が認められる。東側は国交

省事業地 F 区（2015 年調査）であり、第６礫集中部【国 2-R6】および第７礫集中部【国 2-R7】が

隣接する。南側は第４石器集中部【2-S4】と重複する（第 19 図）。

＊接合個体

　第７礫集中部内の接合個体は以下の 7 個体である（[2-2-42]：5 点 6.4m（5 位）第 44 図、[2-2-46]：

5 点 6.2m（6 位）第 45 図、[2-3-58]：3 点 5.2m（10 位）第 45 図、[2-3-100]：2 点 3.9m（15 位）

第 46 図、[2-5-4]：2 点 3.7m（16 位）第 46 図、[2-5-5]：2 点 4.9m（11 位）第 46 図、[2-8-2]：7

点 2.9m（18 位）第 46 図）。

　[2-3-57] は、第７礫集中部北部における集中部内と北方の集中部外との接合である（4 点 5.6m（7

位）第 44 図）。以下の 2 個体は、西側に隣接する国交省事業地 F 区との接合である（[2-2-36]：2 点 

5.5m（8 位）第 44 図、[2-2-37]：3 点 5.5m（8 位）第 44 図）。

第８礫集中部【2-R8】 ＜ 29・30-2Q ＞（2022 年調査）27 点・2,655g

　T 区南部（T9 区）に位置する（第 48 図）。西側に国交省事業地 E 区の第 10 礫集中部【国 2-R10】

が位置する。

　集中部外の礫総数は 121 点、総重量は 8,282g である。

旧石器時代　2 群
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Ⅲ　遺構と遺物

第 41 図 2 群 第 4 礫集中部 【2-R4】
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Ⅲ　遺構と遺物

第 41 図 2 群 第 4 礫集中部 【2-R4】

撹
乱

風
倒
木

Ⅴ

Ⅳ
上 Ⅳ
下

Ⅹ
Ⅸ
Ⅶ
Ⅵ
Ⅴ
Ⅳ Ⅳ上

28 29

2W

2X

2Y

【2-R4】

28 29

2W

2X

2Y

30

0 2m1/100

1
～

5
0

5
1
～
1
0
0

1
0
1
～

1
5
0

1
5
1
～

2
0
0

2
0
1
～

2
5
0

（点）

2
5
1
～

3
0
0

3
0
1
～

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

（ｇ）1
0
0
1
～

2-R4 礫重量分布
　　　総数205点

43

3

103

16 14
6 6

14

29‑2X.19129‑2X.35 29‑2X.148

〈29-2X.191〉

〈29-2X.35〉

〈29-2X.148〉

F区

43.0

42.0

41.0

43
.0

42
.0

41
.0

【2-R6】

倒木痕

Ⅴ
Ⅳ下
Ⅳ上

ⅤⅣ
下
Ⅳ
上

Ⅲ

Ⅲ

29

2W
【2-R6】

29

2W

30

2X 【R5】

【R4】

0 2m1/100

1
～

5
0

5
1
～
1
0
0

1
0
1
～

1
5
0

1
5
1
～

2
0
0

（点）

（ｇ）

0

10

20

30

40

50

12
5 5

1

2-R6 礫重量分布
　　　総数23点

42.0

43.0

41.0

42
.0

43
.0

41
.0

旧石器時代　2 群

─ 47 ─

第 42 図 2 群 第 5 礫集中部 【2-R5】
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Ⅲ　遺構と遺物

第 48 図 2 群 第 8 礫集中部 【2-R8】

第 47 図 2 群 第 7 礫集中部【2-R7】
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Ⅲ　遺構と遺物
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第 49 図 2 群 礫接合個体分布図 (4)

第 50 図 2 群 礫接合個体 第 51 図 2 群 礫接合個体 第 52 図 2 群 礫接合個体分布図 (7)
分布図 (5) 分布図 (6)
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３）３群（Ⅳ層下部～Ⅴ層上部）

　３群遺物群は、石器 38 点・礫 269 点の合計 307 点である。

A 石器

　３群の石器は、ナイフ形石器 4 点、彫刻刀形石器 1 点、先刃形石器 1 点、側刃形石器 1 点、製作

痕跡石器破片 1 点、石核 1 点、剥片 28 点、砕片 1 点の計 38 点である。

　石器集中部は、2 単位が設定された。石器集中部内 14 点（37%）、石器集中部外 24 点（63%）となる。

　石器接合個体は、1 個体 [3-6-1] が見出された。

石器集中部（2 単位）

第１石器集中部【3-S1】T9 区 (2022 年調査 ) 6 点

第 1 礫集中部【3-R1】＜ 29・30-2Q ＞の南西部に位置する（第 56 図）。国交省事業地 ３群 第１石

器集中部【国 3-S1】（東京都埋蔵文化財センター 2020 －第２分冊：1 頁）と接しており、本来は東

京都事業地３群 第２石器集中部【都 3-S2】と共に一つの石器集中部となるものである（第 56 図）。

国交省事業地出土資料【国 3-S1】と東京都事業地出土資料【都 3-S1】・【都 3-S2】相互の接合作業は、

様々な制約により実施できなかった。集中部単位についても、別個のものとして扱った。

　出土石器は、黒色安山岩製ナイフ形石器〈29-2Q.543〉（第 62 図 -1）、剥片 5 点である。

　石材内訳は、黒色安山岩 (6) である。

第２石器集中部【3-S2】T9 区 (2022 年調査 ) 8 点

T 区南部に位置する（第 56 図）。上述のように国交省事業地 ３群 第１石器集中部【国 3-S1】と接し

ており、東京都事業地３群 第１石器集中部【都 3-S1】と共に本来は一つの石器集中部となる。

　出土石器は、黒色安山岩製先刃形石器 3-6-1-2a〈29-2P.24〉（第 63 図 -6）、黒色安山岩製製作痕

跡石器破片 3-6-1-2b〈29-2P.31〉、剥片 6 点である。

　石材内訳は、黒色安山岩 (7)、珪質頁岩 (1) である。

＊国交省事業地 ３群 第１石器集中部【国 3-S1】（E 区 2015 年調査）は、黒曜岩製尖頭形石器 1 点・

黒色安山岩製ナイフ形石器 1 点・黒色安山岩製角錐形石器 1 点・剥片 9 点で、石材内訳は構成資料

17 点の内、黒曜岩 (1)・黒色安山岩 (16) となり黒色安山岩で占められている（東京都埋蔵文化財セ

ンター 2020 －第２分冊：1-6 頁）。東京都事業地（T 区）３群の第１・第２石器集中部【都 3-S1・

S2】を加えると、総点数は 31 点で、黒色安山岩製石器は 29 点 (94%) となる。

＊接合個体（1 個体）

[3-6-1]（第 57 図）：接合点数 3 点（１類接合 1・２類接合 1）接合距離 0.6m

接合式：1/(2a+2b）　黒色安山岩製の接合個体である。末端部が階段状を呈する剥片 3-6-1-1〈29-

2P.30〉の剥離後に、階段状の突出部を取り去るように厚手の大形剥片 3-6-1-2 が剥離される。末端部

破片の折損面に対して調整加工を施している時にほぼ中央部分で折損、その後も一方の折損破片に対

して粗雑な調整加工を施して先刃形石器 3-6-1-2a〈29-2P.24〉（第 63 図 -6）とする。

＊集中部外（第 58 図）

　一定の基準に従って区分した石器集中部以外から出土した「集中部外」は、3 カ所（集中部外①～

③）提示した。
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→ p.57
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→ p.57
第 53 図 3 群 石器・礫分布全体図
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Ⅲ　遺構と遺物

第 54 図 3 群 石器集中部・礫集中部全体図
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Ⅲ　遺構と遺物

第 54 図 3 群 石器集中部・礫集中部全体図
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第 55 図 3 群 石器集中部全体図
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Ⅲ　遺構と遺物

第 56 図 3 群 第 1・第 2 石器集中部【3-S1】 【3-S2】

第 57 図 3 群 第 2 石器集中部 接合個体
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Ⅲ　遺構と遺物

第 56 図 3 群 第 1・第 2 石器集中部【3-S1】 【3-S2】

第 57 図 3 群 第 2 石器集中部 接合個体
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第 58 図 3 群 石器集中部外範囲区分図
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Ⅲ　遺構と遺物

第 59 図 3 群 石器集中部外①

第 60 図 3 群 石器集中部外②
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第 59 図 3 群 石器集中部外①

第 60 図 3 群 石器集中部外②
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集中部外① 3 点（第 59 図）

　T 区北東部（T3 区）、第３礫集中部【3-R1】が西側で重複する。ホルンフェルス製ナイフ形石器

〈31-2Z.322〉（第 62 図 -4）、黒色頁岩製彫刻刀形石器〈31-2Z.245〉（第 63 図 -5）、チャート製側刃

形石器〈32-2Z.90〉（第 63 図 -7）が出土した。

集中部外② 2 点（第 60 図）

　T 区中央部やや北西寄り（T1 区）に位置する。チャート製ナイフ形石器〈28-2W.39〉（第 62 図

-2）、チャート製石核〈28-2X.53〉（第 63 図 -8）が出土した。

集中部外③ 1 点（第 61 図）

　T 区中央部（T2 区北部）に位置する。黒色安山岩製ナイフ形石器〈29-2R.16〉（第 62 図 -3）が出

土した。

旧石器時代　3 群
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第 61 図 3 群 石器集中部外③
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出土石器

1. ナイフ形石器 (4)

　第 62 図 -1.〈29-2Q.543〉打面が残る黒色安山岩製横長剥片を用いた切出形の形状を呈する。

　第 62 図 -2.〈28-2W.39〉打面が残るチャート製小剥片両側縁に微細な調整加工を施す。

　第 62 図 -3.〈29-2R.16〉やや幅広の黒色安山岩製剥片の一側縁に調整加工を施す。先端部からの

折れ面が裏面の広範囲に及ぶ。

　第 62 図 -4.〈31-2Z.322〉ホルンフェルス製の細身の剥片を用いて一側縁に急斜度の調整加工を施

す。風化が著しい。

2. 彫刻刀形石器 (1)

　第 63 図 -5.〈31-2Z.245〉黒色頁岩製石刃を素材とする。打面部側の折損面を彫刀面打面として左

側縁に一条の彫刀面が作出される。裏面左側縁上部に微細な調整加工が施されている。末端部は、節

理面を介在して欠損する。

3. 先刃形石器 (1)

　第 63 図 -6.〈29-2P.24〉[3-6-1-2a]：幅広の剥片末端部破片 [3-6-1-2] の縦割れ破片を素材として、

打面部側端部に粗雑な調整加工を施している。

4. 側刃形石器 (1)

　第 63 図 -7.〈32-2Z.90〉末端部が肥厚するチャート製の外反状剥片を素材として、右側縁に連続

した調整加工を施す。末端部に礫面を残し、打面部側を折損する。

5. 石核 (1)

　第 63 図 -8.〈28-2X.53〉節理面が縦横に介在するチャート製小礫を素材とする。裏面から右側面

にかけて礫面を残す。

第 62 図 3 群 出土石器（1）
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第 63 図 3 群 出土石器（2）
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B 礫

　３群の礫総数は、269 点である。

　礫集中部は、2 単位が設定された。礫集中部内に 215 点（80%）、礫集中部外に 54 点（20%）が

存在する。

　礫接合個体は、41 個体が見出された。石材の内訳は、チャート（8）・砂岩（29）・頁岩（2）・ホルンフェ

ルス（2）である。接合距離が 10m 以上の「長距離接合」は、2 個体（[3-3-25]・[3-3-26]）である。

礫集中部（2 単位）

第１礫集中部【3-R1】＜ 31-2Y・2Z ＞ （2017 年調査）197 点・12,730g

　T 区の北東部である T3 区に位置する（第 65 図）。２箇所ほどの密集部が認められる。２群の第３

礫集中部【2-R3】と重複する。

＊接合個体〈〉

・[3-3-25]：3 点 29.9m（3 位）第 68 図　第 1 礫集中部内から出土した 2 点〈31-2Z.176〉・〈31-2Z.189〉

に F 区から出土した１点〈28-2W.25〉が接合する。外観上の状態に差異はない。

・[3-3-26]：4 点 21.6m（4 位）第 68 図　第 1 礫集中部南側から出土した 2 点〈31-2Y.4〉・〈31-2Z.295〉、

第 1 礫集中部東側の集中部同区から出土した１点〈31-2Y.6〉に F 区から出土した１点〈28-2W.25〉

が接合する。第１礫集中部の南東から出土した〈31-2Z.295〉のみ、やや黒ずんでおり、他の破片に

対して異状態を示す。

　共に第１礫集中部【3-R1】と南西方向の国事業地 F 区の出土礫との長距離接合個体である。F 区出

土礫は、国交省事業地３群第１礫集中部【国 3-R1】の北方に広がる区域に散在して分布する。T 区

としては、３群石器集中部外②としたエリア＜ 28・29-2W・2X ＞に近接する（第 60 図）。

　ほかに第１礫集中部【3-R1】に関わる礫接合個体は、集中部内と集中部外との接合個体 [3-3-23]（3

点 4.3m（13 位）第 67 図）である。

　第１礫集中部【3-R1】北東方向において２個体の礫集中部外接合個体が見られる（[3-2-6]：3 点 2.2m

（23 位）第 67 図、[3-3-22]：2 点 2.2m（23 位）第 67 図）。

第２礫集中部【3-R2】＜ 29・30-2Q ＞（2022 年調査） 18 点・388g

　T 区南部の T9 区に位置する（第 66 図）。西側に位置する国交省事業地 E 区の３群第３礫集中部【国

3-R3】に隣接する。第１石器集中部【都 3-S1】・第２石器集中部【都 3-S2】・国交省事業地 E 区の３

群第１石器集中部【国 3-S1】（第 56 図）および２郡第８礫集中部【2-R8】（第 38 図）と重複する。

＊接合個体

　第２礫集中部【3-R2】に関わる接合個体は、集中部内での接合個体 [3-3-29]（2 点 2m 26 位：第 69 図）

のみである。
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第 64 図 3 群 礫集中部全体図
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第 65 図 3 群 第 1 礫集中部【3-R1】

第 66 図 3 群 第 2 礫集中部【3-R2】
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第 65 図 3 群 第 1 礫集中部【3-R1】

第 66 図 3 群 第 2 礫集中部【3-R2】
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第 67 図 3 群 礫接合個体分布図（1）

第 68 図 3 群 礫接合個体分布図（2）

第 69 図 3 群 礫接合個体分布図（3）
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４）５群（Ⅶ層～Ⅸ層）

　５群遺物群は、石器 9 点・礫 7 点の合計 16 点である。

　本報告「T 区」で５群とした遺物分布区域の西側隣接地には、国土交通省事業地（2020 年報告）「F 区」

の５群石器集中部 3 単位および礫集中部 3 単位が位置する（東京都埋蔵文化財センター 2020 第 2

分冊：240-308 頁）。F 区の第２石器集中部【5-S2】からは、凝灰岩製剥片を素材とした局部磨製の

斧形石器が出土している（同上 第 330 図：288 頁）。

A 石器

　５群の石器は、製作痕跡石器破片 (1)、石核 (1)、石核破片 (1)、剥片 (6) の計 9 点である。

　石器集中部は、設定されなかった。

集中部外（第 70 図）１カ所

集中部外 3 点（第 71 図）

　T 区中央部（T1 区）に位置する。頁岩製石核〈29-2U.94〉と石核破片〈29-2U.95〉が接合する（第

73 図 -3）。黒曜岩製製作痕跡石器破片〈29-2T.236〉5-1-1-1a は、２群出土〈29-2T.270〉5-1-1-1b

と接合して先刃形石器 [5-1-1]（第 73 図 -1）となる。水晶の接合個体 [2-16-3] に含まれる剥片〈29-2T. 

239〉2-16-3-2 は、上層からの転落とみなした（第 21 図）。

＊接合個体（2 個体）

[5-1-1]（第 72 図）：接合点数 2 点（２類接合 1）接合距離 1.6m

接合式：1a+1b　打面を残す蓼科冷山産黒曜岩製横長剥片末端部に鋸歯状の調整加工を施す。調整加

工裏面縁辺には、線状の傷痕が認められる。加工部位の形状を重視して、先刃形石器とする。素材剥

片左側の小破片 5-1-1-1a〈29-2T.236〉は 5 群、右側の大破片 5-1-1-1b〈29-2T.270〉は 2 群に所属

する「群間接合」である。5-1-1-1a〈29-2T.236〉についても、水晶剥片〈29-2T.239〉2-16-3-2 と

同様に上層からの転落の可能性がある。

[5-5-1] （第 72 図）：接合点数 3 点（１類接合 1・２類接合 1）接合距離 2.3m

接合式：1/(2a+2b)　 表面全面に礫面を残す大形で厚手の剥片末端部の折損面に対して裏面から小剥

片 5-5-1-1〈29-2T.263〉を剥離する。石核である素材末端部破片は、5-5-1-1 の剥離後に節理面を介

在して二分割する破損が生じている。
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第 70 図 5 群 石器・礫分布 集中部外区分図
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第 71 図 5 群 石器集中部外

第 72 図 5 群 石器接合個体
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第 73 図 5 群 出土石器

出土石器

1. 先刃形石器 (1)

　第 73 図 -1.〈29-2T.236+29-2T.270〉[5-1-1-1]：黒曜岩製（蓼科冷山）横長剥片末端部に鋸歯状

の急斜度な調整加工を施す。

2. 剥片 (1)

　第 73 図 -2.〈29-2T.239〉水晶製の小破片である。打面部付近と思われるが、剥離面の判読が困難

である。２群の水晶石器集中部とほぼ同じ平面位置から出土しており、原位置は２群相当と思われる。

3. 石核 (1)

　第 73 図 -3.〈29-2U.94+29-2U.95〉[5-5-1-2]：黒色の頁岩の厚手剥片末端部を用いる。ほぼ中央

で縦割れが生じて二分される。

B 礫

　５群の礫総数は 7 点、総重量は 405g である。

　礫接合個体は、砂岩 2 個体が見出された。

2
〈29-2T.239〉

1
〈29-2T.236〉+〈29-2T.270〉

3
〈29-2U.94〉+〈29-2U.95〉
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2  縄文時代以降

1)  遺構

　検出された遺構は、縄文時代の焼土跡 4 基および近世以降の土坑 1 基である（第 75 図）。

Ａ  焼土跡（第 76 図）

　1 号焼土跡は、＜ 28-2V ＞（T1 区）で検出された（写真図版 1-5 ～ 1-7）。長径 48cm、短径

36cm、深さ 5cm の歪んだ楕円形を呈する。焼土・炭化材粒子を含む。2 号焼土跡は、1 号焼土跡の

南側＜ 29-2V ＞で検出された（写真図版 1-8 ～ 2-4）。南側の一部は、攪乱により壊されており、現

状の規模は長径 54cm 以上、短径 48cm、深さ 18cm の楕円形を呈する。下層に焼土ブロックの硬化

面が検出されており、炉穴の可能性がある。3 号焼土跡は、＜ 29-2W ＞（T1 区）で検出された（写

真図版 2-7 ～ 3-1）。長径 93cm、短径 48cm 以上、深さは 20cm を測る楕円形を呈すると思われる。

底面南側に硬く締まった焼土が分布している。北側部分を足場とみなせば炉穴とすることができる。

4 号焼土跡は、＜ 30-2P ＞（T2 区・T9 区）で検出された。南側半分が 2017 年に調査した「T2 区」

で、北側半分が 2022 年に調査した「T9 区」で確認された（写真図版 4-4、9-6）。長径 80cm、短径

50cm、深さ 46cm の楕円形を呈する。焼土はあまり多くないが、炭化材が出土していることから焼

土跡とした。

B  土坑（第 76 図）

　＜ 31-2Z ＞（T3 区）で土坑 1 基を検出した（写真図版 5-8 ～ 6-2）。長径 120cm、短径 104cm、

深さ 84cm の楕円形を呈する。坑底面には 2 穴の小ピットが検出された。土層堆積状況はロームブロッ

クと表土とみられる褐色土が互層をなしており人為的な埋め戻しがあったことが分かる。遺物の出土

はなく、時期は不明であるが堆積土から近世以降と判断される。このほかに遺構の検出はなく、現代

以前の遺物も出土していない。

C  溝（第 3 図）

　国交省事業地の南側（Ｃ区）から中央部（Ａ区・Ｅ区）を経由して北側（Ｆ区）で直角に屈曲する

溝跡が今回の調査区（Ｔ区）においても確認された（第 3 図、写真図版８-7）。コンクリート製の蓋

を有する井戸に切られていた。
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第 75 図 縄文時代以降の遺構分布図
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第 76 図 縄文時代以降の遺構 焼土跡・土坑
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 粗、粘性強、しまりあり。
4　5YR5/6明赤褐色土
　 上層は焼けて硬化している。焼土主体。  

 粘性強、しまりやや弱。
5    10YR6/8明黄褐色土
　 焼土粒φ1mm以下微量。粘性強、しまり強。  
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　 焼土粒φ1～5mm少量、炭化物φ2mm微量含む。灰褐色　   

　土が部分的に混ざる。粘性強、しまりあり。
2　5YR5/6赤褐色土
　 焼土粒φ3～10mmを含む。炭化物φ1～2mm少量含む。     
　　 ローム粒φ30mm 以下を含む。粘性強、しまりあり。
3　10R6/8赤橙色土
　  焼土硬化部分粘性弱、しまり強。

1 号焼土跡 2 号焼土跡

3 号焼土跡

1 号土坑

4 号焼土跡

縄文時代以降
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Ⅲ　遺構と遺物

2)  遺物

A 土器

　遺構内出土土器 4 点、遺構外出土土器 99 点の総計 103 点の土器片を掲載した（第 77 ～ 79 図、

写真図版 10 ～ 12）。

a  遺構内出土 ( 第 77 図 -1 ～ 4）

　1 ～ 3 は、４号焼土跡から出土した。いずれも早期後半表裏条痕胴部破片である。4 は、1 号土坑

から出土した。早期初頭の稲荷台式土器の小片であるが、混入であろう。

b  遺構外出土 ( 第 77 図 -5 ～第 79 図 -103）

　5 ～ 7 は早期初頭の稲荷台式、8 は撚糸文～無文系の段階と思われる。9 は早期中葉の田戸上層式

である。口唇部が外形し肥厚し、補修孔が見られる。10 ～ 16 は早期後半の条痕文系土器で野島式

を含む。17 ～ 50 は早期後葉の表裏条痕系土器群である。

　51 は前期前半の黒浜式、縄文を施し胎土に繊維を多量に含む。52 ～ 89 は前期後半の諸磯ｂ式で

ある。52 ～ 79 は沈線文系で、半截竹管により各種沈線文を施す。胴下半は縄文である。80 ～ 85

は浮線文を巡らせる。86 は無節縄文 L を全面に施文する。90 は前期後半の浮島式で、波状貝殻文が

巡る。91 は十三菩提式、92 は諸磯ｃ式である。93 は中期前半の阿玉台Ⅰa 式、94 ～ 101 は中期中

葉の阿玉台Ⅰb 式、102・103 は中期後半の加曽利 E 式である。

　掲載以外の縄文土器片として、条痕文（224 点・1,376g）、無文（21 点・208g）、縄文（4 点・

40g）、沈線文（4 点・32g）、角押文（2 点・10g）が出土している。その他、浮線文・襞状文・撚糸

文など 19 点が出土している。総計で 274 点・1,859g の非掲載土器片がある。

B 石器 ( 第 80 図 -1 ～第 84 図 -20）

　縄文時代の石器類は、すべて遺構に伴わない遺構外出土石器である。

　1 は白色チャート製の石鏃である。2 は黒色安山岩製の尖頭形石器で、最大幅がやや下半となる。

横断面は半凸形を呈する。旧石器時代の有樋型尖頭形石器未成品の可能性がある。3・４は黒色の頁

岩製楔形石器で同一個体の可能性がある。3 は縦割れを生じている。4 の左側面は破断面を呈し、上

下両端部に潰れ痕跡を伴う不規則な剥離面が認められる。5 はホルンフェルス製の小礫を素材として

両面に加工を施す「礫斧」である。

　6 は粗粒の緑色凝灰岩製磨製石斧の中間部破片である。両側面部に敲打痕跡を顕著に残す。7 は砂

岩製の撥形打製石斧である。8 は黒色安山岩製の石鏃破片で、脚部を大きく欠損する。9 は一端に不

規則な剥離痕跡が残る。楔形石器の破片の可能性がある。

　10 は頁岩製打製石斧の基部破片である。11・12 はホルンフェルス製の打製石斧破片である。13

は頁岩製打製石斧の破片である。14 は砂岩製磨石と思われる破片である。側縁部に敲打痕跡が顕著

である。15 は砂岩製の摩耗面と思われる面から突出するように調整加工が施されている。上端で折

損しており、全体の形状は不明である。16・17 は閃緑岩製の石皿破片および接合破片である。

　18 は柱状礫面を表面とする剥片中間部破片である。19 は打面部・背面・右側面に礫面を残す黒色

安山岩製の小形石核である。20 はチャート製剥片の一端に剥離が施される石核破片である。節理面

によって破損する。
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第 77 図 縄文土器 (1)
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Ⅲ　遺構と遺物

挿図番号 写真図版 出土区 器種 時期 型式 文様等 部位 備考

第 77 図 -1 図版 10-1 4 号焼土跡 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -2 図版 10-2 4 号焼土跡 深鉢 早期後半 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -3 図版 10-3 4 号焼土跡 深鉢 早期後半 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -4 図版 10-4 1 号土坑 深鉢 早期初頭 稲荷台 撚糸文 胴部

第 77 図 -5 図版 10-5 30-2X 深鉢 早期初頭 稲荷台 撚糸文 胴部

第 77 図 -6 図版 10-6 30-2N 深鉢 早期初頭 稲荷台 撚糸文 胴部

第 77 図 -7 図版 10-7 30-2O 深鉢 早期初頭 稲荷台 撚糸文 胴部

第 77 図 -8 図版 10-8 30-2T 深鉢 早期前半 撚糸文 胴部

第 77 図 -9 図版 10-9 30-2P 深鉢 早期中葉 田戸上層 無文 口縁部

第 77 図 -10 図版 10-10 30-2T 深鉢 早期後半 野島 条痕文 口縁部

第 77 図 -11 図版 10-11 30-2Q 深鉢 早期後半 野島 条痕文 口縁部

第 77 図 -12 図版 10-12 30-2U 深鉢 早期後半 野島 条痕文 胴部

第 77 図 -13 図版 10-13 29-2W 深鉢 早期後半 条痕文 胴部

第 77 図 -14 図版 10-14 28-2W 深鉢 早期後半 条痕文 胴部

第 77 図 -15 図版 10-15 29-2X 深鉢 早期後半 条痕文 胴部

第 77 図 -16 図版 10-16 28-2V 深鉢 早期後半 条痕文 胴部

第 77 図 -17 図版 10-17 29-2T 深鉢 早期後半 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -18 図版 10-18 29-2X 深鉢 早期後半 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -19 図版 10-19 28-2X 深鉢 早期後半 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -20 図版 10-20 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 口縁部 表裏条痕

第 77 図 -21 図版 10-21 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 口縁部 表裏条痕

第 77 図 -22 図版 10-22 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 無文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -23 図版 10-23 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 無文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -24 図版 10-24 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -25 図版 10-25 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -26 図版 10-26 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -27 図版 10-27 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -28 図版 10-28 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -29 図版 10-29 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -30 図版 10-30 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -31 図版 10-31 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -32 図版 10-32 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -33 図版 10-33 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -34 図版 10-34 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -35 図版 10-35 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -36 図版 11-36 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -37 図版 11-37 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -38 図版 11-38 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕、裏面指圧痕

第 78 図 -39 図版 11-39 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -40 図版 11-40 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -41 図版 11-41 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -42 図版 11-42 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -43 図版 11-43 30-2N 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -44 図版 11-44 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -45 図版 11-45 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端 表裏条痕

第 78 図 -46 図版 11-46 30-2Q 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端 表裏条痕

第 78 図 -47 図版 11-47 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端

第 78 図 -48 図版 11-48 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端

第 78 図 -49 図版 11-49 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端

第 78 図 -50 図版 11-50 30-2V 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端 表裏条痕

第 78 図 -51 図版 11-51 28-2W 深鉢 前期前半 黒浜 口縁部付近

第 78 図 -52 図版 11-52 30-2N 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 幅広平行沈線文 胴部
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挿図番号 写真図版 出土区 器種 時期 型式 文様等 部位 備考

第 77 図 -1 図版 10-1 4 号焼土跡 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -2 図版 10-2 4 号焼土跡 深鉢 早期後半 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -3 図版 10-3 4 号焼土跡 深鉢 早期後半 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -4 図版 10-4 1 号土坑 深鉢 早期初頭 稲荷台 撚糸文 胴部

第 77 図 -5 図版 10-5 30-2X 深鉢 早期初頭 稲荷台 撚糸文 胴部

第 77 図 -6 図版 10-6 30-2N 深鉢 早期初頭 稲荷台 撚糸文 胴部

第 77 図 -7 図版 10-7 30-2O 深鉢 早期初頭 稲荷台 撚糸文 胴部

第 77 図 -8 図版 10-8 30-2T 深鉢 早期前半 撚糸文 胴部

第 77 図 -9 図版 10-9 30-2P 深鉢 早期中葉 田戸上層 無文 口縁部

第 77 図 -10 図版 10-10 30-2T 深鉢 早期後半 野島 条痕文 口縁部

第 77 図 -11 図版 10-11 30-2Q 深鉢 早期後半 野島 条痕文 口縁部

第 77 図 -12 図版 10-12 30-2U 深鉢 早期後半 野島 条痕文 胴部

第 77 図 -13 図版 10-13 29-2W 深鉢 早期後半 条痕文 胴部

第 77 図 -14 図版 10-14 28-2W 深鉢 早期後半 条痕文 胴部

第 77 図 -15 図版 10-15 29-2X 深鉢 早期後半 条痕文 胴部

第 77 図 -16 図版 10-16 28-2V 深鉢 早期後半 条痕文 胴部

第 77 図 -17 図版 10-17 29-2T 深鉢 早期後半 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -18 図版 10-18 29-2X 深鉢 早期後半 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -19 図版 10-19 28-2X 深鉢 早期後半 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -20 図版 10-20 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 口縁部 表裏条痕

第 77 図 -21 図版 10-21 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 口縁部 表裏条痕

第 77 図 -22 図版 10-22 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 無文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -23 図版 10-23 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 無文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -24 図版 10-24 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -25 図版 10-25 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -26 図版 10-26 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -27 図版 10-27 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -28 図版 10-28 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -29 図版 10-29 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -30 図版 10-30 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -31 図版 10-31 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -32 図版 10-32 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -33 図版 10-33 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -34 図版 10-34 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 77 図 -35 図版 10-35 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -36 図版 11-36 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -37 図版 11-37 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -38 図版 11-38 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕、裏面指圧痕

第 78 図 -39 図版 11-39 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -40 図版 11-40 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -41 図版 11-41 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -42 図版 11-42 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -43 図版 11-43 30-2N 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -44 図版 11-44 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部 表裏条痕

第 78 図 -45 図版 11-45 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端 表裏条痕

第 78 図 -46 図版 11-46 30-2Q 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端 表裏条痕

第 78 図 -47 図版 11-47 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端

第 78 図 -48 図版 11-48 30-2O 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端

第 78 図 -49 図版 11-49 30-2P 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端

第 78 図 -50 図版 11-50 30-2V 深鉢 早期後葉 条痕文系 条痕文 胴部下端 表裏条痕

第 78 図 -51 図版 11-51 28-2W 深鉢 前期前半 黒浜 口縁部付近

第 78 図 -52 図版 11-52 30-2N 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 幅広平行沈線文 胴部
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挿図番号 写真図版 出土区 器種 時期 型式 文様等 部位 備考

第 78 図 -53 図版 11-53 30-2O 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 幅狭平行沈線文 口縁部

第 78 図 -54 図版 11-54 30-2O 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 幅狭平行沈線文 胴部

第 78 図 -55 図版 11-55 29-2W 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 口縁部

第 78 図 -56 図版 11-56 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 口縁部

第 78 図 -57 図版 11-57 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ キャリパー 口縁部

第 78 図 -58 図版 11-58 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ キャリパー 口縁部

第 78 図 -59 図版 11-59 30-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ キャリパー 口縁部

第 78 図 -60 図版 11-60 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ キャリパー 口縁部

第 78 図 -61 図版 11-61 28-2W 深鉢 前期後半 諸磯ｂ キャリパー 胴部

第 78 図 -62 図版 11-62 28-2W 深鉢 前期後半 諸磯ｂ キャリパー 胴部

第 78 図 -63 図版 11-63 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ キャリパー 胴部

第 78 図 -64 図版 11-64 28-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ キャリパー 胴部

第 78 図 -65 図版 11-65 28-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 曲線 胴部

第 78 図 -66 図版 11-66 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 78 図 -67 図版 11-67 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 78 図 -68 図版 11-68 29-2W 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 78 図 -69 図版 11-69 28･29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 78 図 -70 図版 11-70 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部 No71 と同一個体

第 78 図 -71 図版 11-71 28-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部 No70 と同一個体

第 78 図 -72 図版 11-72 28-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 79 図 -73 図版 12-73 28-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 79 図 -74 図版 12-74 28-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 79 図 -75 図版 12-75 28･29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 79 図 -76 図版 12-76 一括 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 胴部

第 79 図 -77 図版 12-77 30-2U 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 79 図 -78 図版 12-78 30-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 胴部

第 79 図 -79 図版 12-79 30-2U 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 沈線文 底部

第 79 図 -80 図版 12-80 30-2V 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 浮線文 口縁部

第 79 図 -81 図版 12-81 33-2Z 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 浮線文 胴部

第 79 図 -82 図版 12-82 28-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 浮線文 胴部 No84 と同一個体

第 79 図 -83 図版 12-83 30-2V 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 浮線文 胴部

第 79 図 -84 図版 12-84 28-2W 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 浮線文 胴部 No82 と同一個体

第 79 図 -85 図版 12-85 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 浮線文 底部

第 79 図 -86 図版 12-86 29-2X 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 縄文 胴部

第 79 図 -87 図版 12-87 30-2W 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 縄文 口縁部

第 79 図 -88 図版 12-88 30-2U 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 縄文 口縁部

第 79 図 -89 図版 12-89 29-2R 深鉢 前期後半 諸磯ｂ 浮線文 胴部

第 79 図 -90 図版 12-90 30-2V 深鉢 前期後半 浮島 口縁部

第 79 図 -91 図版 12-91 29-2X 深鉢 前期後半 十三菩提 口縁部

第 79 図 -92 図版 12-92 28-2X 深鉢 前期後半 諸磯 c 胴部

第 79 図 -93 図版 12-93 28-2X 深鉢 中期前半 阿玉台Ⅰ a 口縁部

第 79 図 -94 図版 12-94 29-2W 深鉢 中期中葉 阿玉台Ⅰｂ 角押文 口縁部

第 79 図 -95 図版 12-95 29-2S 深鉢 中期中葉 阿玉台Ⅰｂ 角押文 胴部

第 79 図 -96 図版 12-96 30-2O 深鉢 中期中葉 阿玉台Ⅰｂ 襞状文 胴部
第 79 図 -97 図版 12-97 30-2O 深鉢 中期中葉 阿玉台Ⅰｂ 襞状文 胴部
第 79 図 -98 図版 12-98 30-2T 深鉢 中期中葉 阿玉台Ⅰｂ 襞状文 胴部

第 79 図 -99 図版 12-99 30-2T 深鉢 中期中葉 阿玉台Ⅰｂ 襞状文 胴部

第 79 図 -100 図版 12-100 30-2T 深鉢 中期中葉 阿玉台Ⅰｂ 垂下貼付 胴部

第 79 図 -101 図版 12-101 30-2Q 深鉢 中期中葉 阿玉台Ⅰｂ 網代 底部

第 79 図 -102 図版 12-102 30-2Q 深鉢 中期後半 加曽利 E 口縁部

第 79 図 -103 図版 12-103 30-2P 深鉢 中期後半 加曽利 E 口縁部 一部剥落
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第 80 図 縄文石器 (1)
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第 81 図 縄文石器 (2) 
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第 82 図 縄文石器 (3) 
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第 82 図 縄文石器 (3) 
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第 83 図 縄文石器 (4)
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第 84 図 縄文石器 (5)
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第 84 図 縄文石器 (5)
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第４表 縄文石器観察表

縄文時代以降
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 T8 区で２群第 4石器集中部 ( 第 19 図 ) の東側半分を調査している状況 (2022 年 7 月 25 日）。黒

曜岩製石器の接合個体 [2-1-5]( 第 24 図 )、水晶製石器の接合個体 [2-16-3]( 第 22 図 ) などが出土し

た。第 4石器集中部の西側半分は、T1 区として 2016 年に調査した。2022 年に T8 区を調査した時

点で、T1 区は既に深さ数メートルほどが切り下げられて、工事用道路として使用されている。

挿図番号 出土区 出土位置 器種 石材
法量（mm・g)

備考
長さ 幅 重さ

第 80 図 -1 T1 区 29-2U 石鏃 チャート 19 15 0.7 

第 80 図 -2 T3 区 畝一括 -2 尖頭形石器 黒色安山岩 63 44 35.0 

第 80 図 -3 T1 区 28-2X 楔形石器 頁岩 35 17 4.2 

第 80 図 -4 T1 区 28-2X 楔形石器 頁岩 36 28 9.6 

第 80 図 -5 T8 区 30-2V 礫斧 ホルンフェルス 61 34 41.0 

第 81 図 -6 T1 区 28-2W 磨製石斧 緑色凝灰岩 (85) 45 164.4 基部・刃部欠損

第 81 図 -7 T1 区 28-2X 打製石斧 砂岩 100 47 93.0 

第 81 図 -8 T1 区 28-2X 石鏃破片 黒色安山岩 (24) (11) 0.8 

第 81 図 -9 T1 区 一括 -3 加工石器破片 チャート (35) (24) 8.5 

第 82 図 -10 T1 区 29-2W 打製石斧破片 頁岩 (43) (41) 23.4 

第 82 図 -11 T2 区 30-2O 加工石器破片 ホルンフェルス (33) (53) 31

第 82 図 -12 T1 区 一括 -1 加工石器破片 ホルンフェルス (43) (59) 18.9

第 82 図 -13 T1 区 29-2U 打製石斧破片 頁岩 (62) (38) 34.7

第 83 図 -14 T9 区 30-2P 磨石破片 砂岩 (61) (39) 64.7 側縁部敲打痕跡

第 83 図 -15 T2 区 30-2O 加工石器破片 砂岩 (62) (61) 125 摩耗面から調整剥離

第 83 図 -16 T2 区 30-2P 石皿破片 閃緑岩 (88) (62) 228.7

第 84 図 -17 T2 区 30-2O 石皿破片 閃緑岩 (71) (68) 186.2 16-1-1a

第 84 図 -17 T2 区 30-2P 石皿破片 閃緑岩 (136) (91) 813.4 16-1-1b

第 84 図 -18 T3 区 畝一括 -1 剥片破片 黒色安山岩 (41) (42) 10.5

第 84 図 -19 T1 区 29-2X 石核 黒色安山岩 33 22 10.9

第 84 図 -20 T1 区 一括 -2 石核破片 チャート (25) (34) 9.4



図 1 甲府花崗閃緑岩体に関係する水晶鉱床と遺跡の位置関係 ( 火成岩類の分布は産総研地質調査総合
            センター（2020）をもとに作成）

Ⅳ  分析

　　　　　　　　　 　　　水晶製遺物の原産地推定　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　              金井 拓人

1. はじめに

　今回、比丘尼橋遺跡 C 地点では 20 点の水晶製遺物が確認された。さらに 2020 年の比丘尼橋遺跡

C 地点の報告書で 1 点、1993 年の比丘尼橋遺跡 B 地点の報告書で 1 点が確認されている。今回はこ

の 22 点のうち接合資料の一部を除く 15 点について、原産地を推定するために赤外分光分析を実施

した。今回比較対象とした水晶鉱床は甲府花崗閃緑岩体中の水晶鉱床であり、分析対象とした比丘尼

橋遺跡の水晶製遺物の原産地として甲府花崗閃緑岩体中の水晶鉱床を候補に持つか否かを判断した。

甲府盆地周辺の新第三紀花崗岩類の分布および水晶鉱床位置、また考察で比較対象とした縄文時代の

遺跡を図 1 に示す。

2. 赤外分光分析の原理と手順

　水晶は理想的な化学組成が SiO2 で表され、極めて単純な化学組成を持つ。そのため、黒曜石のよ

うな主要元素を用いた原産地推定は不可能である。しかし、天然の水晶には極めて微量ながら SiO2

以外の成分が含まれており、これらの微量元素を検出することができればその情報をもとに原産地を

推定することができる。水晶中の微量元素の検出には様々な化学分析手法が用いられるが、そのひと

つとして微量元素が引き起こす分子振動や格子振動を赤外分光分析によって検出する方法がある。赤

外分光分析によって得られる赤外スペクトルは水晶中の微量元素量を反映し、赤外スペクトルを利用

することで水晶製遺物の原産地を推定することができる。
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1. はじめに

　今回、比丘尼橋遺跡 C 地点では 20 点の水晶製遺物が確認された。さらに 2020 年の比丘尼橋遺跡

C 地点の報告書で 1 点、1993 年の比丘尼橋遺跡 B 地点の報告書で 1 点が確認されている。今回はこ

の 22 点のうち接合資料の一部を除く 15 点について、原産地を推定するために赤外分光分析を実施

した。今回比較対象とした水晶鉱床は甲府花崗閃緑岩体中の水晶鉱床であり、分析対象とした比丘尼

橋遺跡の水晶製遺物の原産地として甲府花崗閃緑岩体中の水晶鉱床を候補に持つか否かを判断した。

甲府盆地周辺の新第三紀花崗岩類の分布および水晶鉱床位置、また考察で比較対象とした縄文時代の

遺跡を図 1 に示す。

2. 赤外分光分析の原理と手順

　水晶は理想的な化学組成が SiO2 で表され、極めて単純な化学組成を持つ。そのため、黒曜石のよ

うな主要元素を用いた原産地推定は不可能である。しかし、天然の水晶には極めて微量ながら SiO2

以外の成分が含まれており、これらの微量元素を検出することができればその情報をもとに原産地を

推定することができる。水晶中の微量元素の検出には様々な化学分析手法が用いられるが、そのひと

つとして微量元素が引き起こす分子振動や格子振動を赤外分光分析によって検出する方法がある。赤

外分光分析によって得られる赤外スペクトルは水晶中の微量元素量を反映し、赤外スペクトルを利用

することで水晶製遺物の原産地を推定することができる。
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※

図 2 原産地水晶および比丘尼橋遺跡出土水晶
の赤外分光スペクトル
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　水晶の赤外分光分析では、入射光と透過光の差

から水晶による赤外線の吸収量を算出する。その

ため、赤外線を透過しない白濁した資料（通称、

石英と呼ぶ資料）は分析対象にならない。さらに

資料が薄く小さいために吸収量が少なすぎる場合

や、厚すぎるために照射したすべての赤外線を吸

収してしまう場合も分析できない。今回対象とし

た 15 点はすべて分析に供し、15 点すべてで赤

外スペクトルを得ることができた。

　赤外分光分析は金井ほか（2020）の分析手法

を踏襲し、帝京大学文化財研究所所有のフーリ

エ変換赤外分光分析装置（FT-IR; Alpha, Bruker 

Optics 社製）を利用した。分析法は透過法とし、

分析条件は対象波数 4000–3000 cm-1、分解能 4 

cm-1、スキャン回数 8 回、大気補正ありとした。

1 資料あたりの分析回数は 5 回とした。比丘尼橋

遺跡の水晶製遺物および原産地試料、また比較

データとして山梨県北杜市堰口遺跡出土の水晶製

遺物の赤外スペクトルを図 2 に示す。

3. データ解析手順と結果

　赤外分光分析によって得られた赤外スペクトル

は金井・保坂（2021）の手法の改良手法によっ

て解析した。具体的には赤外スペクトルの 3595 

cm-1、3510 cm-1、3485 cm-1、3432 cm-1、3380 

cm-1、3300 cm-1、3200 cm-1 の吸光度（それぞ

れ A3595、A3510、A3485、A3432、A3380、A3300、A3200

とする）の相加対数比を主成分分析によって解析

した。金井・保坂（2021）は対話的操作によっ

て主成分分析を繰り返す方法を採用したが、今回

はこの手法をさらに改良し、分析対象とする吸光

度を 4 つもしくは 3 つ選択するすべての組み合

わせについて主成分分析を実施する方法（総当た

り方式）を採用した。具体的には 10 の原産地か

ら 2 つを選択する 45 通りに、7 つの吸光度から

4 つを選択してそのなかから分母を 1 つ選択す

る 140 通りと、7 つの吸光度から 3 つを選択し
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図3中
記号資料番号 黒平鉱床 水晶峠

鉱床 乙女鉱床 竹森鉱床 八幡鉱床 松木尾根
鉱床 梓鉱床 三富鉱床 向山鉱床

（前棚）
向山鉱床
（出穴）

a[2-16-1] 19.64% 0.68% 54.24% 27.21% 97.69% 53.97% 17.82%
b[2-16-2] 28.75% 2.04% 66.21% 47.03% 94.97% 57.14% 26.08%
c〈29-2T. 137〉 45.99% 1.54% 53.02% 26.49% 84.67% 30.61% 34.51%
d〈29-2T. 239〉 43.49% 1.50% 52.29% 23.76% 87.94% 44.81% 28.89%
e〈29-2T. 136〉 44.85% 2.27% 51.75% 41.09% 99.82% 72.97% 29.34%
f〈29-2T. 138〉 48.07% 2.22% 45.94% 35.65% 97.32% 79.82% 26.98%
g〈29-2T. 191〉 46.67% 1.59% 53.65% 40.23% 92.83% 87.80% 36.05%
h〈29-2T. 275〉 36.83% 2.00% 56.83% 51.79% 98.46% 67.17% 28.48%
i〈29-2T. 282〉 19.91% 1.22% 49.84% 26.76% 98.41% 64.08% 24.22%
j〈29-2T. 340〉 27.71% 1.68% 47.85% 23.72% 79.23% 66.62% 9.25%
k〈29-2T. 345〉 28.48% 2.49% 46.30% 27.48% 87.39% 64.44% 10.66%
l〈30-2T. 9〉 32.02% 1.95% 57.55% 34.97% 82.31% 66.12% 17.10%

m〈30-2U. 10〉 46.17% 0.27% 53.88% 26.39% 90.48% 53.83% 28.53%
n〈23-V. 4〉 18.73% 6.30% 69.66% 52.15% 72.61% 62.09% 19.27%
o(B4-120)
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47.21%
47.12%
23.85%
44.08%
38.37%
47.26%
51.56%
21.59%
9.98% 49.48% 61.04% 14.51%

1.95%
0.68%

11.34%
7.89%
2.09%
2.72%
5.71%
3.27%
1.41%
2.13%
2.77%
3.17%
8.39%
1.32%
3.49%

てその中から分母を 1 つ選択する 105 通りを合わせた 245 通りを組み合わせて 11,025 通りの主成

分分析を実施した。これにより 1 つの原産地に対しては 2,205 通りの判別図が得られる。この 2,205

通りの判別図に遺物のデータをプロットし、当該原産地の 95% 確率楕円内にデータがプロットされ

ている割合を適合率と定義した。さらに、この適合率が 95%（2,095 通り）以上の場合に当該原産

地を遺物原産地の候補とした。表 1 に各原産地の判別図に対する適合率を示す。解析の結果、[2-16-

1]、〈29-2T.136〉、〈29-2T.138〉、〈29-2T.275〉、〈29-2T.282〉の 5 資料は梓鉱床を原産地候補として

持つ結果となった。

4. 考察

　今回の検討では 5 資料が梓鉱床を原産地候補として持つという結果を得られたが、この結果を額

面通り受け取ることは問題がある。その理由として、今回対象とした資料が 2020 年報告書の〈23-V.4〉

と 1993 年報告書の（B4-120）を除けば、無色透明ではなく黒色半透明を呈していることがあげられる。

　前述の通り赤外線を透過しにくい白濁した資料は赤外分光分析法の分析対象にならない。今回の資

料は半透明であったためにかろうじて分析を実施することができたが、透明な資料と比較するとデー

タの質が低下する。水晶が白濁する原因は水晶の中に存在する無数の流体包有物によって光が散乱す

ることである。水晶に赤外線を照射した際に水晶の中に流体包有物が存在していれば、流体包有物（水

分子）による赤外線の吸収が発生することになる。水分子による赤外線吸収は 3400 cm-1 付近にピー

ク中心を持ち 3700–3100 cm-1 付近まで広がるブロードなスペクトルを示すと考えられており、水

晶中の微量元素が示す赤外線吸収と重複するという問題点がある。透明度の高い〈23-V.4〉や（B4-

120）のスペクトルと透明度の低い [2-16-1] を比較すると、透明度の高い資料では 4000–3600 cm-1

と 3100–3000 cm-1 の吸光度が一定で低いのに対し、透明度の低い資料では 3700 cm-1 で吸光度が上

昇することや 3100–3000 cm-1 の吸光度が右下がりになっていることが確認できる。すなわち、透明

度の低い資料では水分子による赤外線の吸収がより多く生じている。この水分子による赤外線吸収は

3400 cm-1 付近にピーク中心を持つため、微量元素による 3485 cm-1、3432 cm-1、3380 cm-1 の赤外

線吸収は水分子による赤外線吸収の影響を大きく受け、ピークが判別しにくくなる。特に 3485 cm-1

表 1 総当たり方式による各原産地への適合率
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分子）による赤外線の吸収が発生することになる。水分子による赤外線吸収は 3400 cm-1 付近にピー
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120）のスペクトルと透明度の低い [2-16-1] を比較すると、透明度の高い資料では 4000–3600 cm-1

と 3100–3000 cm-1 の吸光度が一定で低いのに対し、透明度の低い資料では 3700 cm-1 で吸光度が上

昇することや 3100–3000 cm-1 の吸光度が右下がりになっていることが確認できる。すなわち、透明

度の低い資料では水分子による赤外線の吸収がより多く生じている。この水分子による赤外線吸収は

3400 cm-1 付近にピーク中心を持つため、微量元素による 3485 cm-1、3432 cm-1、3380 cm-1 の赤外
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図 3 梓鉱床と八幡鉱床を判別する判別図の一例（図中の矢印は主成分負荷量を示す）
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と 3380 cm-1 の吸光度に差がつきにくくなり、水分子による赤外線吸収の影響が少ない 3595 cm-1

の吸光度が相対的に大きくなるため、結果として透明度の低い資料は梓鉱床に近いスペクトルを示す

ことになる。

　もうひとつの問題点として、今回対象とした水晶の色が無色ではなく灰色～黒色を呈することがあ

げられる。梓鉱床には黒色の水晶も産出するが、大多数は無色であり無作為に採取したのであれば今

回のようにほとんどが黒色の水晶になることはない。多数の黒色水晶が出土した例は先行研究で取

り扱った範囲では山梨県北杜市の縄文時代遺跡である堰口遺跡のみである（金井ほか、2020）。堰口

遺跡では 125 点分析のうち 104 点が判別不可となり、未知原産地の存在が示唆された。これまでの

研究で 100 点以上の水晶が出土した遺跡では堰口遺跡以外を除けばすべてが竹森鉱床産を主体とし、

それらの遺跡は竹森鉱床から約 10 km 以内に位置している。さらに、10 km から 15 km の間では水

晶製遺物の点数が数十点となり、15 km を超えるとほとんど水晶が確認できない。これらはいずれ

も縄文時代遺跡であり、縄文時代の人間行動を念頭にすると、堰口遺跡出土水晶製遺物の原産地と

なった鉱床は甲斐駒ヶ岳岩体に存在していると推定できる。試みに、堰口遺跡の資料と比丘尼橋遺跡

の資料を比較する。図 3 は八幡鉱床と梓鉱床を区別する判別図のひとつに比丘尼橋遺跡の資料と堰

口遺跡の資料のデータをプロットしたものである。この判別図では（B4-120）以外は梓鉱床の 95%

信頼領域から外れている。一方で堰口遺跡の資料と比丘尼橋遺跡の資料は一部でプロットが重複する
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ものも見られる。そこで堰口遺跡を原産地として扱い、11 個の原産地を対象として主成分分析の総

当たり方式によって原産地推定を実施した。その結果、〈29-2T.137〉、〈29-2T.239〉、〈29-2T.191〉、

〈29-2T.340〉、〈30-2T.9〉、〈30-2U.10〉の 6 点は堰口遺跡を原産地候補として持つという結果を得た。

　以上の解析結果を整理し、比丘尼橋遺跡出土水晶製遺物の原産地に関する考察をまとめる。まず、

1993 年報告書の（B4-120）とその他の資料では原産地が異なる。（B4-120）については判別不可と

なったが、山梨県北杜市八幡鉱床産水晶と近いスペクトルを示し、判別図による適合率は基準とな

る 95% に迫る 93% であった。（B4-120）以外の資料については 5 つの可能性が考えられる。解析結

果を額面通り解釈するのであれば、①梓鉱床産と未知原産地産の混在、②堰口遺跡で主として利用し

ていた鉱床産と梓鉱床産の混在が考えられる。肉眼観察における黒色半透明という特徴を考慮して 1

つの原産地産だと仮定すれば、③堰口遺跡で主として利用していた鉱床産、④未知原産地産が考えら

れる。③の場合は不透明であるために流体包有物の影響を受けて梓鉱床産と推定されたという解釈で

ある。最後にこれ以外の可能性（複数の未知原産地産など）も存在するため、⑤その他も存在し得る。

なお、黒色の水晶は一般的に熱水鉱床よりもペグマタイト鉱床でよく産出するため、未知原産地であっ

ても巨大な結晶を持つ花崗岩（巨晶花崗岩）の分布域に限定することはできる。

　最後に参考として武蔵台遺跡 I、野川中州北遺跡（ともにⅣ層）の状況と比較する。金井・保坂

（2021）での分析データを今回の方法で再解析した結果、原産地が推定できた資料は武蔵台遺跡 I で

は 19 点中 1 点のみで八幡鉱床産、野川中州北遺跡では 2 点中 1 点で梓鉱床産（無色透明資料）であっ

た。武蔵台遺跡 I の再解析結果からは未知原産地の存在が推定されるが、今回の比丘尼橋遺跡出土水

晶とは異なる未知原産地である。今回の比丘尼橋遺跡の結果からは多摩地域に山梨・長野方面から水

晶が持ち込まれた可能性が示唆され、これまでに梓鉱床産および八幡鉱床産の水晶が発見されている

ことと調和的であるが、未知原産地の存在も推定され、議論を深めることは現時点では困難である。

5. おわりに

　比丘尼橋遺跡出土の水晶製遺物を対象に赤外分光分析に基づく原産地推定を実施した。今回の分析

で確実に述べられる成果は、1993 年報告書の（B4-120）についてはその他の資料と異なる原産地産

であり、比丘尼橋遺跡に複数の原産地産の水晶が存在することである。今回の比較対象であった甲府

盆地周辺の新第三紀花崗岩類に胚胎する水晶鉱床が原産地候補となる可能性については、決定的なも

のではないという解釈に留まった。

文献

金井拓人・保坂康夫　2021「旧石器時代水晶製遺物の赤外分光分析による原産地推定 - 甲府花崗閃　緑岩体周辺   
の旧石器遺跡　を中心に -」『旧石器研究』17：41-56
金井拓人・保坂康夫・金井麻美　2020「水晶の産地推定：山梨県内の 4 つの縄文遺跡における例」『文化財科学』
80：1-16
産業技術総合研究所地質調査総合センター　2020「20 万分の 1 日本シームレス地質図 V2 2020 年　4 月 6 日版」
https://　　gbank.gsj.jp/seamless/
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Ⅴ  総括

１．比丘尼橋遺跡における旧石器調査成果総括

　本調査報告によって東京外環自動車道大泉ジャンクション構築に伴って 2014 年からなされてきた

10 年間にわたる比丘尼橋遺跡 C 地点の調査報告も完了する。ここでは、1970 年からなされてきた

半世紀にわたる比丘尼橋遺跡の旧石器調査について主に出土量の点から、その概略をまとめる。

　まず「大泉学園町・北大泉町遺跡 No.5 遺跡」が、1970 年に調査されて概報が 1971 年に報告さ

れた（練馬区大泉学園町・北大泉町遺跡調査会 1971、安孫子 1971）。本地点は、後に「比丘尼橋遺

跡 A 地点」とされた（比丘尼橋遺跡調査団 1993）。「比丘尼橋遺跡 A 地点」の調査面積は 340㎡、石

器点数は 584 点である。礫点数は「礫群」が 18 カ所とされているが、実数は不明である。

　1988 年から 1992 年にかけて「東京外かく環状道路練馬地区遺跡 F 地区」が調査された。後に「比

丘尼橋遺跡 B 地点」とされたが、1995 年の報告時には「東京外かく環状道路練馬地区遺跡 F 地区」

あるいは「比丘尼橋遺跡」とされていた（東京外かく環状道路練馬地区遺跡調査会 1995：151-302

頁）。いわゆる「ループ部分」の高架橋脚基礎工事部分と生活道路・埋設管移設工事部分 1,000㎡が

調査対象となった。旧石器時代の出土資料については、４つの遺物群に区分された（Ⅲ層：石器 434 点・

礫 79 点、Ⅳ層上部：石器 376 点・礫 1,675 点、Ⅳ層下部：石器 2,039 点・礫 1191 点、Ⅴ層：石

器 248 点、礫 22 点）。総計では、石器 3,097 点・礫 2,967 点となる。

　1991 年には、「ループ部分」の内部において白子川地下調節池部分 800㎡が調査された（比丘尼

橋遺跡調査団 1993）。旧石器時代の出土資料については、４つの遺物群に区分された（Ⅳ層：石器

780 点・礫 6,562 点、Ⅶ層下部～Ⅸ層上部：石器 3 点・礫 8 点、Ⅸ層中部：石器 46 点・礫 20 点、

Ⅸ層下部～Ⅹ層：石器 11 点、礫 4 点）。総計では、石器 840 点・礫 6,594 点となる。

　2014 年から 2018 年にかけて「比丘尼橋遺跡 C 地点」の調査がなされた。本体工事である国交省

事業地部分 7,505㎡について 2020 年に報告された（東京都埋蔵文化財センター 2020）。旧石器時代

の出土資料については、５つの遺物群に区分された（Ⅲ層～Ⅳ層上部：石器 297 点・礫 539 点、Ⅳ

層中部：石器 2,814 点・礫 18,406 点、Ⅳ層下部～Ⅴ層上部：石器 1,503 点・礫 7,373 点、Ⅴ層下

部～Ⅵ層：石器 198 点・礫 276 点、Ⅶ層～Ⅸ層：石器 398 点・礫 238 点）。総計では、石器 5,260 点・

礫 26,929 点となる（第 5 表、出土層位不明の石器 50 点・礫 97 点を含む）。

　そして今回「比丘尼橋遺跡 C 地点」の T 区（東京都事業地部分）の報告がなされることとなった。

2014 年から 2022 年にかけて 596㎡について調査された。旧石器時代の出土資料については、既に

報告された国交省事業地部分に準拠して４つの遺物群に区分した（Ⅲ層～Ⅳ層上部：石器 6 点・礫 4

点、Ⅳ層中部：石器 169 点・礫 1,378 点、Ⅳ層下部～Ⅴ層上部：石器 38 点・礫 269 点、Ⅶ層～Ⅸ層：

石器 9 点・礫 7 点）。総計では、石器 222 点・礫 1,658 点となる（第 6 表）。

　詳細な出土層位が判断し難い「A 地点」を除外して、「B 地点（ループ部分）」のⅢ層およびⅣ層上

部を「１群（Ⅲ層～Ⅳ層上部）」に、Ⅳ層下部を「２群（Ⅳ層中部）」に、Ⅴ層を「３群（Ⅳ層下部～

Ⅴ層上部）」に、「B 地点（調節池部分）」のⅣ層を「２群（Ⅳ層中部）」に、Ⅶ層下部～Ⅹ層を一括し

て「５群（Ⅶ層～Ⅸ層）」に区分し直すと、比丘尼橋遺跡における遺物群区分では１群（Ⅲ層～Ⅳ層上部）：
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石器集中部 集中部内石器 集中部外石器 石器総数 (％ ) 礫集中部 礫集中部内 礫集中部外 礫総数 (％ )

0 群 ― ― ― 50(0.9) ― ― ― 97(0.4)

1 群 4 201 96 297(5.6) 6 338 201 539(2.0)

2 群 32 2,125 689 2,814(53.5) 52 17,453 953 18,406(68.3)

3 群 23 980 523 1,503(28.6) 31 6,688 685 7,373(27.4)

4 群 5 81 117 198(3.8) 3 158 118 276(1.0)

5 群 10 230 168 398(7.6) 3 35 203 238(0.9)

総数 74 3,617 1,593 5,260 95 24,672 2,160 26,929

石器集中部 集中部内石器 集中部外石器 石器総数 (％ ) 礫集中部 礫集中部内 礫集中部外 礫総数 (％ )

1 群 0 0 6 6(2.7) 0 0 4 4(0.3)

2 群 4 124 45 169(76.1) 8 1,257 121 1,378(83.1)

3 群 2 14 24 38(17.1) 2 215 54 269(16.2)

5 群 0 0 9 9(4.1) 0 0 7 7(0.4)

総数 6 138 84 222 10 1,472 186 1,658

石器集中部 集中部内石器 集中部外石器 石器総数 (％ ) 礫集中部 礫集中部内 礫集中部外 礫総数 (％ )

0 群 ― ― ― 50(0.9) ― ― ― 97(0.3)

1 群 4 201 102 303(5.6) 6 338 205 543(1.9)

2 群 36 2,249 734 2,983(54.4) 60 18,710 1,074 19,784(69.2)

3 群 25 994 547 1,541(28.1) 33 6,903 739 7,642(26.7)

4 群 5 81 117 198(3.6) 3 158 118 276(1.0)

5 群 10 230 177 407(7.4) 3 35 210 245(0.9)

総数 80 3,755 1,677 5,482 105 26,144 2,346 28,587

第 6表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点東京都事業地（T区）出土旧石器資料集計表

第 5表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点国交省事業地（2020 年報告）出土旧石器資料集計表

第 7表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点出土旧石器資料集計表（総計）

石器 1,113 点・礫 2,297 点、２群（Ⅳ層中部）：石器 5,802 点・礫 27,537 点、３群（Ⅳ層下部～Ⅴ

層上部）：石器 1,789 点・礫 7,664 点、４群（Ⅴ層下部～Ⅵ層）：石器 198 点・礫 276 点、５群（Ⅶ

層～Ⅸ層）：石器 467 点・礫 277 点となる。総計では、石器 9,369 点（20%）・礫 38,051（80%）、

資料総数 47,420 点となる。更にこれに A 地点の石器 584 点・「礫群 18 カ所」が加わる。

　総数に占める群別の内訳は、石器では１群 1,113 点（12％）、２群 5,802 点（62％）、３群 1,789 点（19

％）、４群 198 点（2％）、５群 467 点（5％）となり、過半数を２群（Ⅳ層中部）石器が占める。

　礫については１群 2,297 点（6%）、２群 27,537 点（83%）、３群 7,664 点（20%）、４群 276 点（1%）、

５群 277 点（1%）となり、石器と同様に２群の占める割合が圧倒的である。

　石器集中部および礫集中部の設定については、先行して報告した国交省事業地報告の分布を加味し

て設定すべきであったが、今回報告対象とした東京都事業地部分の分布のみを考慮した設定となった。

２．比丘尼橋遺跡における水晶製石器

　比丘尼橋遺跡 C 地点 T 区からは、２群（Ⅳ層中部）第４石器集中部を中心として 20 点の水晶製石

器が検出された（第 85 図 - ④）。20 点のうち 16 点は、第４石器集中部内に含まれる。集中部に含

まれない 4 点は、集中部周辺に 1 点〈29-2T.328〉、北東方向約 5m に 2 点〈30-3U.10〉・〈30-2U.59〉、

本来第 4 石器集中部に含まれていたと思われるが 5 群に相当する場所から出土した 1 点〈29-2T.239〉

である。

　第 4 石器集中部に含まれる 16 点の内訳はナイフ形石器（1 点：〈29-2T.192〉）、２類接合による側
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0 群 ― ― ― 50(0.9) ― ― ― 97(0.3)

1 群 4 201 102 303(5.6) 6 338 205 543(1.9)

2 群 36 2,249 734 2,983(54.4) 60 18,710 1,074 19,784(69.2)

3 群 25 994 547 1,541(28.1) 33 6,903 739 7,642(26.7)

4 群 5 81 117 198(3.6) 3 158 118 276(1.0)

5 群 10 230 177 407(7.4) 3 35 210 245(0.9)

総数 80 3,755 1,677 5,482 105 26,144 2,346 28,587

第 6表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点東京都事業地（T区）出土旧石器資料集計表

第 5表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点国交省事業地（2020 年報告）出土旧石器資料集計表

第 7表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点出土旧石器資料集計表（総計）

石器 1,113 点・礫 2,297 点、２群（Ⅳ層中部）：石器 5,802 点・礫 27,537 点、３群（Ⅳ層下部～Ⅴ

層上部）：石器 1,789 点・礫 7,664 点、４群（Ⅴ層下部～Ⅵ層）：石器 198 点・礫 276 点、５群（Ⅶ

層～Ⅸ層）：石器 467 点・礫 277 点となる。総計では、石器 9,369 点（20%）・礫 38,051（80%）、

資料総数 47,420 点となる。更にこれに A 地点の石器 584 点・「礫群 18 カ所」が加わる。

　総数に占める群別の内訳は、石器では１群 1,113 点（12％）、２群 5,802 点（62％）、３群 1,789 点（19

％）、４群 198 点（2％）、５群 467 点（5％）となり、過半数を２群（Ⅳ層中部）石器が占める。

　礫については１群 2,297 点（6%）、２群 27,537 点（83%）、３群 7,664 点（20%）、４群 276 点（1%）、

５群 277 点（1%）となり、石器と同様に２群の占める割合が圧倒的である。

　石器集中部および礫集中部の設定については、先行して報告した国交省事業地報告の分布を加味し

て設定すべきであったが、今回報告対象とした東京都事業地部分の分布のみを考慮した設定となった。

２．比丘尼橋遺跡における水晶製石器

　比丘尼橋遺跡 C 地点 T 区からは、２群（Ⅳ層中部）第４石器集中部を中心として 20 点の水晶製石

器が検出された（第 85 図 - ④）。20 点のうち 16 点は、第４石器集中部内に含まれる。集中部に含

まれない 4 点は、集中部周辺に 1 点〈29-2T.328〉、北東方向約 5m に 2 点〈30-3U.10〉・〈30-2U.59〉、

本来第 4 石器集中部に含まれていたと思われるが 5 群に相当する場所から出土した 1 点〈29-2T.239〉

である。

　第 4 石器集中部に含まれる 16 点の内訳はナイフ形石器（1 点：〈29-2T.192〉）、２類接合による側
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刃形石器（1 点：〈29-2T.297〉）、製作痕跡

石器破片（2 点：〈29-2T.138〉・〈29-2T.282〉）、

剥片（12 点）である。

　接合個体は、３例 11 点が含まれている

（[2-16-1]・[2-16-2]・[2-16-3]）。

　比丘尼橋遺跡 C 地点からは、T 区以外に

2016 年調査の国交省事業地 K 区４群（Ⅴ層）

から水晶製石器（〈23-V. 4〉：第 85 図 - ③）

が出土している（東京都埋蔵文化財センター

2020 第２分冊：225 頁・229 頁）。

　比丘尼橋遺跡 B 地点からも水晶製石器が

出土している。

　1990 年に調査された「東京外かく環状道

路練馬地区遺跡 F 地区 第２地点」「第Ⅳ層下

部の文化層」北東部の「ブロック９号」から

ナイフ形石器（1 点：第 86 図 -3）・剥片（9 点）・

砕片（5 点）の計 15 点の水晶製石器が出土

した（東京外かく環状道路練馬地区遺跡調査

会 1995：190-193 頁、第 85 図 - ①）。

　1991 年に調査された「比丘尼橋遺跡 B 地

点」「Ⅳ層出土の石器群」北東部の「４号石

器ブロック」からナイフ形石器（１点 (B4-

120)：第 86 図 -4）・二次加工剥片（3 点）・

剥片（3 点）・石核（１点 (B4-152)：第 86 図

-2）、「５号ブロック」から二次加工剥片（1 点）の計 9 点の水晶製石器が出土した（比丘尼橋遺跡調

査団 1993、第 85 図 - ②）。

　以上を総計すると、比丘尼橋遺跡からは全部で 45 点の水晶製石器が出土していることになる。

　武蔵野台地の旧石器時代遺跡から出土した水晶製遺物の最多出土点数については、「武蔵台遺跡Ⅰ」

が 37 点、「野川中洲北遺跡」が 30 点とされており（金井・保坂 2021：44 頁）、比丘尼橋遺跡から

の出土数はそれらを上回ることになる。

　比丘尼橋遺跡 C 地点から出土した水晶製石器 21 点について赤外分光分析による原産地推定がなさ

れて、T 区２群第４石器集中部およびその周辺から出土した 20 点の資料は、現時点では確認できて

いない未知のペグマタイト鉱床産とされた（本書「第Ⅳ章 水晶製遺物の原産地推定」参照）。これら

には、3 個体 11 点の接合資料が含まれている。３個体からの 4 点（a ～ d：アルファベット小文字

は「水晶製遺物の原産地推定」表１：80 頁，図 3：18 頁に対応）および非接合資料 9 点（e ～ m）

の計 13 点の原産地推定は、判別図上のまとまりが良く、同一原産地とみなしうる。複数の接合個体

が見出されており、第 4 石器集中部において水晶製原石を用いた剥片剥離作業がなされた可能性は

第 85 図　比丘尼橋遺跡水晶製石器出土地点
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高いと言えよう。そうした中で、接

合個体 [2-16-3]（接合資料数 7 点＝

1 類接合：5・2 類接合：1）におい

て、小剥片や二次調整加工中に破損

したと思われる側刃形石器接合個体

[2-16-3-4] などが集中部内にまとま

るのに対して、長さ 4.8cm の縦長

剥片と長さ 4.1cm の石核のみが約

5m 離れた方北東方向から孤立して

出土したあり方は、何らかの行動痕

跡を反映しているようで示唆的であ

る（第 21 図）。

　比丘尼橋遺跡 C 地点 K 区から出

土した剥片（n：23-V.4）は、赤外

分光分析によるデータからは T 区２群第４石器集中部関連石器群と判別し難いが、外見ははるかに

透明度が高く、異なる原産地に由来することが推測される。また出土層位（Ⅴ層）から見ても T 区

出土の水晶石器群に先行することは明らかである。

　比丘尼橋遺跡 B 地点「4 号石器ブロック」出土のナイフ形石器（o：B4-120）は、赤外分光分析

によるデータからも T 区２群第４石器集中部関連石器群とは異なる八幡鉱床産の可能性が示された。

肉眼による外見観察からも極めて透明度が高く、剥離面は長野県和田鷹山産黒曜岩と同様の明瞭なポ

ジ・ネガ面を呈している。

　以上のことから、比丘尼橋遺跡とされる南北 300m ほどの範囲内においても時期を異にする複数

の水晶製石器が出土していること、中でも他の石材石器と同様にⅣ層出土石器が主体であり、複数の

石器集中部を形成していることが確認できた。

３．比丘尼橋遺跡 C地点における旧石器資料

　比丘尼橋遺跡 C 地点から出土した代表的な旧石器時代の石器資料をまとめた（第 87 図）。この図

を参照しながら、比丘尼橋遺跡 C 地点の旧石器時代石器群の全体像を概観してみよう。

１群（Ⅲ層 - Ⅳ層上部）：今回初めて細石刃核（7）および細石刃が出土した。練馬区内では 1961 年

に現在の「中村南遺跡（練馬区 No.120）」から同じような黒曜岩製小形円錐状細石刃核が採集されて

いる（第 86 図 -1、小田 1962）。尖頭形石器は両面加工（1）と共に一側縁に屈曲部を有し上半部に

未調整面を残す「東内野タイプ」（2）が出土している。ナイフ形石器は石刃を素材として裏面基部

に平坦な調整加工を施す小形の「砂川タイプ」（3・4）が出土している。彫刻刀形石器は様々なタイ

プのものがあり、横断面が「平凸形（プラノ - コンベックス）」で周縁加工素材先端部に彫刻刀面を

施すもの（5）、幅広剥片素材の縁辺を削ぐような削片作出を繰り返すもの（6：[1-6-3]）など多様で

ある。剥片剥離についても円筒形の両設打面石核（8：[1-6-9]）が認められる。

２群（Ⅳ層中部）：２群石器群では、有樋型尖頭形石器が特徴的である（東京都埋蔵文化財センター → p.94

第 86 図　比丘尼橋遺跡関連出土資料
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高いと言えよう。そうした中で、接

合個体 [2-16-3]（接合資料数 7 点＝

1 類接合：5・2 類接合：1）におい

て、小剥片や二次調整加工中に破損

したと思われる側刃形石器接合個体

[2-16-3-4] などが集中部内にまとま

るのに対して、長さ 4.8cm の縦長

剥片と長さ 4.1cm の石核のみが約

5m 離れた方北東方向から孤立して

出土したあり方は、何らかの行動痕

跡を反映しているようで示唆的であ

る（第 21 図）。

　比丘尼橋遺跡 C 地点 K 区から出

土した剥片（n：23-V.4）は、赤外

分光分析によるデータからは T 区２群第４石器集中部関連石器群と判別し難いが、外見ははるかに

透明度が高く、異なる原産地に由来することが推測される。また出土層位（Ⅴ層）から見ても T 区

出土の水晶石器群に先行することは明らかである。

　比丘尼橋遺跡 B 地点「4 号石器ブロック」出土のナイフ形石器（o：B4-120）は、赤外分光分析

によるデータからも T 区２群第４石器集中部関連石器群とは異なる八幡鉱床産の可能性が示された。

肉眼による外見観察からも極めて透明度が高く、剥離面は長野県和田鷹山産黒曜岩と同様の明瞭なポ

ジ・ネガ面を呈している。

　以上のことから、比丘尼橋遺跡とされる南北 300m ほどの範囲内においても時期を異にする複数

の水晶製石器が出土していること、中でも他の石材石器と同様にⅣ層出土石器が主体であり、複数の

石器集中部を形成していることが確認できた。

３．比丘尼橋遺跡 C地点における旧石器資料

　比丘尼橋遺跡 C 地点から出土した代表的な旧石器時代の石器資料をまとめた（第 87 図）。この図

を参照しながら、比丘尼橋遺跡 C 地点の旧石器時代石器群の全体像を概観してみよう。

１群（Ⅲ層 - Ⅳ層上部）：今回初めて細石刃核（7）および細石刃が出土した。練馬区内では 1961 年

に現在の「中村南遺跡（練馬区 No.120）」から同じような黒曜岩製小形円錐状細石刃核が採集されて

いる（第 86 図 -1、小田 1962）。尖頭形石器は両面加工（1）と共に一側縁に屈曲部を有し上半部に

未調整面を残す「東内野タイプ」（2）が出土している。ナイフ形石器は石刃を素材として裏面基部

に平坦な調整加工を施す小形の「砂川タイプ」（3・4）が出土している。彫刻刀形石器は様々なタイ

プのものがあり、横断面が「平凸形（プラノ - コンベックス）」で周縁加工素材先端部に彫刻刀面を

施すもの（5）、幅広剥片素材の縁辺を削ぐような削片作出を繰り返すもの（6：[1-6-3]）など多様で

ある。剥片剥離についても円筒形の両設打面石核（8：[1-6-9]）が認められる。

２群（Ⅳ層中部）：２群石器群では、有樋型尖頭形石器が特徴的である（東京都埋蔵文化財センター → p.94

第 86 図　比丘尼橋遺跡関連出土資料
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第 87 図　比丘尼橋遺跡Ｃ地点　主要旧石器資料
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第 8 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点国交省事業地（2020 年報告）出土旧石器遺物群・器種別集計表

第 9 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点東京都事業地（T 区）出土旧石器遺物群・器種別集計表

2020：104-105 頁）。１群の 4 点に加えて、２群では未成品も含めて 26 点が出土している。「男女

倉タイプ」の小形尖頭形石器（9）は、長さ 2cm に満たない。肩が張る下半が内湾する例（10）、面

取り削片が接合した個体（11）、素材剥片剥離以前の面を残す例（12）があり、先端部が欠損して

いるが復元すると最大長が 8cm ほどになる大形品（13）などがある。その他に柳葉形で両面調整加

工を施すもの（14）がある。ナイフ形石器は、水晶製（15）、石刃素材の「砂川タイプ」（16・17）、

一側縁に肩が張り出して「有樋型」と区別が困難なものもある。彫刻刀形石器は、長さ 12.2cm の黒

色頁岩製大形石刃を素材として調整された彫刻刀打面から複数の削片を剥離している例がある（23）。

先刃形石器は、円形（18）・石刃素材（19）がある。錐形石器は、穿孔以外にも突き刺しなど様々な

動作が想定されるが（東京都埋蔵文化財センター 2020：105-106 頁）、錐部が斜向する例がある（20・

21）。比丘尼橋遺跡 C 地点の２群石器群で特徴的なのは、Ⅳ層出土の斧形石器である（東京都埋蔵文

化財センター 2020：108-109 頁、五十嵐 2019）。ホルンフェルス製のやや撥型のもの（24：[2-7-

4] ２類破損）、凝灰岩製の短冊形のもの（25：[2-11-15] １類破損）など類例が少ない。石核は、素材・

形状とも多様であるが、水晶製石核（22）が出土した。

３群（Ⅳ層下部 - Ⅴ層上部）：3 群のナイフ形石器も様々な形態のものが出土しているが、最も特徴

的なのは黒色頁岩製の一側縁加工のナイフ形石器で、あたかも「国府型」を模しているようである

（26）。先刃形石器は、いわゆる「円形掻器」と称されるタイプが出土している（27・28）。良質で

大形のチャート製剥片を素材として調整加工を繰り返しながら最終的に角錐形石器となった接合個体

（29）は、削器的な機能を想起させる（五十嵐 2019）。凝灰岩製あるいは黒色安山岩製の大形の角錐

群 合計
0 群 2 4 0 1 1 0 2 0 0 0 3 0 0 0 28 4 4 1 50

1 群 9 6 7 6 6 0 3 0 0 0 5 0 0 0 226 20 9 0 297

2 群 34 65 24 33 65 5 47 3 3 0 78 11 12 9 2114 161 121 29 2814

3 群 3 49 9 13 25 11 15 7 0 1 32 10 4 12 1156 56 78 22 1503

4 群 0 3 6 3 4 0 3 3 0 0 3 3 1 1 150 0 15 3 198

5 群 0 18 3 3 12 1 0 0 1 0 9 4 0 2 306 4 30 5 398
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第 10 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点出土旧石器遺物群・器種別集計表（総計）

群 合計
0 群 2 4 0 1 1 0 2 0 0 0 3 0 0 0 28 4 4 1 50

1 群 9 7 7 6 6 0 3 0 0 0 5 0 0 0 230 20 10 0 303

2 群 34 68 25 33 73 5 49 4 3 0 86 12 12 10 2243 167 129 30 2983

3 群 3 53 10 14 26 11 15 7 0 1 33 10 4 12 1184 57 79 22 1541

4 群 0 3 6 3 4 0 3 3 0 0 3 3 1 1 150 0 15 3 198

5 群 0 18 3 3 12 1 0 0 1 0 10 4 0 2 312 4 31 6 407

合計 48 153 51 60 122 17 72 14 4 1 140 29 17 25 4147 252 268 62 5482
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第 8 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点国交省事業地（2020 年報告）出土旧石器遺物群・器種別集計表

第 9 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点東京都事業地（T 区）出土旧石器遺物群・器種別集計表

2020：104-105 頁）。１群の 4 点に加えて、２群では未成品も含めて 26 点が出土している。「男女

倉タイプ」の小形尖頭形石器（9）は、長さ 2cm に満たない。肩が張る下半が内湾する例（10）、面

取り削片が接合した個体（11）、素材剥片剥離以前の面を残す例（12）があり、先端部が欠損して

いるが復元すると最大長が 8cm ほどになる大形品（13）などがある。その他に柳葉形で両面調整加

工を施すもの（14）がある。ナイフ形石器は、水晶製（15）、石刃素材の「砂川タイプ」（16・17）、

一側縁に肩が張り出して「有樋型」と区別が困難なものもある。彫刻刀形石器は、長さ 12.2cm の黒

色頁岩製大形石刃を素材として調整された彫刻刀打面から複数の削片を剥離している例がある（23）。

先刃形石器は、円形（18）・石刃素材（19）がある。錐形石器は、穿孔以外にも突き刺しなど様々な

動作が想定されるが（東京都埋蔵文化財センター 2020：105-106 頁）、錐部が斜向する例がある（20・

21）。比丘尼橋遺跡 C 地点の２群石器群で特徴的なのは、Ⅳ層出土の斧形石器である（東京都埋蔵文

化財センター 2020：108-109 頁、五十嵐 2019）。ホルンフェルス製のやや撥型のもの（24：[2-7-

4] ２類破損）、凝灰岩製の短冊形のもの（25：[2-11-15] １類破損）など類例が少ない。石核は、素材・

形状とも多様であるが、水晶製石核（22）が出土した。

３群（Ⅳ層下部 - Ⅴ層上部）：3 群のナイフ形石器も様々な形態のものが出土しているが、最も特徴

的なのは黒色頁岩製の一側縁加工のナイフ形石器で、あたかも「国府型」を模しているようである

（26）。先刃形石器は、いわゆる「円形掻器」と称されるタイプが出土している（27・28）。良質で

大形のチャート製剥片を素材として調整加工を繰り返しながら最終的に角錐形石器となった接合個体

（29）は、削器的な機能を想起させる（五十嵐 2019）。凝灰岩製あるいは黒色安山岩製の大形の角錐

群 合計
0 群 2 4 0 1 1 0 2 0 0 0 3 0 0 0 28 4 4 1 50

1 群 9 6 7 6 6 0 3 0 0 0 5 0 0 0 226 20 9 0 297

2 群 34 65 24 33 65 5 47 3 3 0 78 11 12 9 2114 161 121 29 2814

3 群 3 49 9 13 25 11 15 7 0 1 32 10 4 12 1156 56 78 22 1503

4 群 0 3 6 3 4 0 3 3 0 0 3 3 1 1 150 0 15 3 198

5 群 0 18 3 3 12 1 0 0 1 0 9 4 0 2 306 4 30 5 398

合計 48 145 49 59 113 17 70 13 4 1 130 28 17 24 3980 245 257 60 5260
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第 10 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点出土旧石器遺物群・器種別集計表（総計）

群 合計
0 群 2 4 0 1 1 0 2 0 0 0 3 0 0 0 28 4 4 1 50

1 群 9 7 7 6 6 0 3 0 0 0 5 0 0 0 230 20 10 0 303

2 群 34 68 25 33 73 5 49 4 3 0 86 12 12 10 2243 167 129 30 2983

3 群 3 53 10 14 26 11 15 7 0 1 33 10 4 12 1184 57 79 22 1541

4 群 0 3 6 3 4 0 3 3 0 0 3 3 1 1 150 0 15 3 198

5 群 0 18 3 3 12 1 0 0 1 0 10 4 0 2 312 4 31 6 407

合計 48 153 51 60 122 17 72 14 4 1 140 29 17 25 4147 252 268 62 5482
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第 11 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点国交省事業地（2020 年報告）出土旧石器遺物群・石材別集計表

群 合計
1群 4 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

2 群 57 22 1 0 11 9 9 17 5 0 9 9 1 0 0 19 169

3 群 5 8 0 0 2 15 5 2 0 0 0 1 0 0 0 0 38

5 群 2 1 0 0 3 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 9

合計 68 31 1 0 17 24 15 20 5 0 10 10 1 0 0 20 222
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第 12 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点東京都事業地（T 区）出土旧石器遺物群・石材別集計表

形石器が特徴的である（31・32）。2群で見られた「錐部斜交」タイプの錐形石器は３群においても

認められる（30）。長野県諏訪星ケ台産黒曜岩製の良質で分厚い石刃も他に類を見ない（33）。

４群（Ⅴ層下部 - Ⅵ層）：４群石器群で最も特徴的なのは、いわゆる「くびれ石刃」と称される長さ

14cm の硬質頁岩製石刃を素材とした側刃形石器である（34、東京都埋蔵文化財センター 2020：

106-107 頁）。その他にナイフ形石器（35）、錐形石器（36）、楔形石器（37）が出土している。黒

色頁岩製の大形剥片を素材とした彫刻刀形石器では、末端部と側縁部に対して交差するような彫刻刀

面を形成している（39）。その他、水晶製剥片が 1点のみ出土している（38）。

５群（Ⅶ層 - Ⅸ層上部）：５群で特徴的な石器類は、16 点に及ぶ黒曜岩製石刃を素材としたナイフ形

石器である（40 ～ 44、東京都埋蔵文化財センター 2020：110 頁）。横長剥片を用いた鋸歯状刃部

の先刃形石器（45）、蓼科冷山産黒曜岩を用いた平刃彫刻刀形石器（47：[5-1-14]）、石刃素材末端

部に大きく礫面を残すガラス質流紋岩製側刃形石器（48）など他に類例の少ない資料である。粗粒

凝灰岩製石刃を素材とする局部磨製斧形石器は、基部が厚くなる短冊状を呈しており後出の特徴を示

す（49）。剥片素材を含む様々な形状の在地性石材を用いた石核の中で、蓼科冷山産黒曜岩製小形円

錐状石核（50）はあたかも細石刃核のようである。また（33）のような厚手石刃を素材とした剥片

石核の存在も接合個体によって確かめられた（46）。

　国土交通省事業地 2020 年報告では、旧石器接合個体数 369 個体、接合資料数 1,191 点であった。

今回の東京都事業地（T区）における旧石器接合個体数は 16 個体、接合資料数 49 点であった。比

群 合計
0群 22 6 0 0 2 8 4 3 0 0 1 3 0 1 0 0 50

1 群 106 0 1 0 17 120 12 17 0 0 7 11 1 0 1 0 297

2 群 463 385 9 0 472 417 196 398 21 0 228 164 12 6 25 18 2814

3 群 444 412 13 0 165 140 74 149 17 1 29 30 2 6 10 11 1503

4 群 35 31 3 0 30 68 7 11 2 2 1 5 0 1 0 2 198

5 群 181 92 3 0 33 38 3 19 1 0 4 2 1 19 0 2 398

合計 1251 930 29 0 719 791 296 597 41 3 270 215 16 33 36 33 5260
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群 合計
0群 22 6 0 0 2 8 4 3 0 0 1 3 0 1 0 0 50

1 群 110 4 1 0 18 120 13 17 0 0 7 11 1 0 1 0 303

2 群 520 407 10 0 483 426 205 415 26 0 237 173 13 6 25 37 2983

3 群 449 420 13 0 167 155 79 151 17 1 29 31 2 6 10 11 1541

4 群 35 31 3 0 30 68 7 11 2 2 1 5 0 1 0 2 198

5 群 183 93 3 0 36 38 3 20 1 0 5 2 1 19 0 3 407

合計 1319 961 30 0 736 815 311 617 46 3 280 225 17 33 36 53 5482
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第 13 表　比丘尼橋遺跡Ｃ地点出土旧石器遺物群・石材別集計表（総計）
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丘尼橋遺跡 C 地点としては、両者を合算して接合個体数 385 個体、接合資料数 1,240 点となった。

今回の整理作業においては、T 区から出土した資料のみを接合対象としたため、東京都事業地出土資

料と国交省事業地出土資料の間で接合が確認できたのは、国交省事業地出土資料の資料整理がなされ

た期間中（2020 年 6 月まで）に東京都事業地で発掘調査がなされた T1 区（2016 年調査）と T2 区・

T3 区（2017 年調査）資料のみであった。その結果、得られた接合個体は、6 個体であった。隣接す

る国土交通省事業地出土資料全体を検討対象とすれば更に接合個体数・接合資料数ともに増加するの

は間違いない。

　礫接合については、2020 年の国事業地報告では接合距離が 5m 以上の 181 個体について（東京都

埋蔵文化財センター 2020 第 2 分冊 第 5 表）、今回の都事業地（T 区）報告では接合距離 2m 以上の

26 個体（第 15 表）について報告した。今回報告の 26 個体のうち最長接合距離個体は 33.5m[2-3-

91] で、第 2 位は 30m[2-5-6]、第 3 位は 29.9m[3-3-25] となる。国事業地報告の接合個体と合わせ

て検討すると、比丘尼橋遺跡 C 地点での礫接合距離順位のトップ 10 は、1 位：国 [2-3-959]38.2m、

2 位： 国 [2-7-82]37.4m、3 位： 国 [2-3-1190]35.7m、4 位：T 区 [2-3-91]33.5m、5 位： 国 [2-3-

1519]32.2m、6 位：国 [2-3-1575]30.7m、7 位：国 [2-3-319]30m、T 区 [2-5-6]30m、9 位：T 区 [3-

3-25]29.9m、10 位：国 [2-3-128]29.3m となる。いずれも接合距離が 30m 以上にも及ぶような広範

囲な移動が確認された訳であり、当時の空間活動の様相を明らかにするためにも今後もこうした事例

の積み重ねが求められる。

　調査に至った原因としては同じくする比丘尼橋遺跡 C 地点における国交省事業地出土資料と東京

都事業地出土資料の相互関係については、出来るだけ対比可能な提示を試みたが、接合作業など実際

の資料を突き合わせての検討が十分になし得なかった。同じ東京都事業地内における調査において

も、最初に着手した調査区（T1 区）と最後の調査区（T9 区）では 6 年間の隔たりがあり、２群の第

4 石器集中部では遺物集中部の半分を残して 6 年後に残り半分を調査することになり、調査精度に問

題を残した。

　こうした様々な問題や課題を含みつつ、今回の報告をもって 10 年弱に及ぶ比丘尼橋遺跡 C 地点

の調査報告を完了することとなった。本書も 2020 年に刊行した『比丘尼橋遺跡 C 地点（第１分冊・

第２分冊・第３分冊）』に続く『第４分冊』的な性格を有するものである。比丘尼橋遺跡が初めて報

告されて以来半世紀に及ぶ成果に、今回の C 地点の成果を加えることによって、さらに当地におけ

る人間活動が豊かに彩られることになった。今後さらに多くの車が行き交うことになるこの地におい

て、遥か遠い過去にも様々な人々が行き交ったことに思いを馳せたい。
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丘尼橋遺跡 C 地点としては、両者を合算して接合個体数 385 個体、接合資料数 1,240 点となった。

今回の整理作業においては、T 区から出土した資料のみを接合対象としたため、東京都事業地出土資

料と国交省事業地出土資料の間で接合が確認できたのは、国交省事業地出土資料の資料整理がなされ

た期間中（2020 年 6 月まで）に東京都事業地で発掘調査がなされた T1 区（2016 年調査）と T2 区・

T3 区（2017 年調査）資料のみであった。その結果、得られた接合個体は、6 個体であった。隣接す

る国土交通省事業地出土資料全体を検討対象とすれば更に接合個体数・接合資料数ともに増加するの

は間違いない。

　礫接合については、2020 年の国事業地報告では接合距離が 5m 以上の 181 個体について（東京都
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─ 96 ─

Ⅴ　総括

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　献

安孫子 昭二 1971「練馬区北大泉町比丘尼橋遺跡調査概報 - 日本道路公団関越道路練馬区 No.5 遺跡 -」

　　　　　  『文化財の保護』第 3 号、東京都教育委員会、48-54 頁

五十嵐 彰 2004「剝片剝離原理 - 生成の前後関係 -」『石器づくりの実験考古学』学生社、22-35 頁

五十嵐 彰 2013「異状態接合研究 - 集石構成礫を端緒として -」『貝塚』第 68 号、1-8 頁

五十嵐 彰 2019「旧石器接合個体２例 - 練馬区比丘尼橋遺跡 C 地点 -」『研究論集』第 33 号、

　　　　　東京都埋蔵文化財センター、83-90 頁

五十嵐 彰 2021「練馬区 比丘尼橋遺跡 C 地点」『東京都遺跡調査・研究発表会 』46、

　　　　　東京都教育委員会、 6-9 頁

池谷 信之 2020「比丘尼橋遺跡 C 地点出土黒曜石製石器の原産地推定」『練馬区 比丘尼橋遺跡 C 地点 

　　　　　第 3 分冊』、39-53 頁

小田 静夫 1962「東京都練馬区中村南町発見のマイクロ・コア」『若木考古（国学院大学考古学会会報）』

　　　　  第 63・64 合併号、6-7 頁

窪田 恵一 1995「東京外かく環状道路練馬地区関連遺跡」『第 3 回石器文化研究交流会発表要旨』

　　　　　石器文化研究会、31-38 頁

東京外かく環状道路練馬地区遺跡調査会 1995『愛宕下遺跡・比丘尼橋遺跡・宮ケ谷戸遺跡 - 東京外

　　　　  かく環状道路練馬地区遺跡（E・F・G）発掘調査報告書 -』東北縦貫自動車道弘前線（東京

　　　　  外かく環状道路）に係る埋蔵文化財発掘調査報告⑦

東京都埋蔵文化財センター 2020『練馬区比丘尼橋遺跡 C 地点 - 東京外かく環状道路（関越～中央）

　　　　  大泉 JCT（比丘尼橋遺跡 C 地点）における埋蔵文化財発掘調査 -』東京都埋蔵文化財セン

　　　　  ター調査報告 第 356 集、第１分冊～第 3 分冊

練馬区大泉学園町・北大泉町遺跡調査会 1971『日本道路公団関越道路建設に伴う練馬区大泉学園町・

　　　　  北大泉町遺跡調査略報』

練馬区教育委員会 1994「比丘尼橋遺跡 (No.6 遺跡 ) 分布調査」『埋蔵文化財調査報告８ - 平成 4 年度

　　　　  (1992 年度 )-』、16-21 頁

練馬区地域文化部 文化・生涯学習課 伝統文化係 2022『埋蔵文化財調査報告 36 - 令和２年度

　　　　　（2020 年度）-』

比丘尼橋遺跡調査団 1993『東京都練馬区比丘尼橋遺跡 B 地点調査報告書』

─ 97 ─



第 14 表　旧石器 石器接合個体一覧表
接合個体番号 挿図番号 接合式 点数 重量 (g) 距離 (m) 順位 関係集中部

2-1-1 第 23 図 29-2T.110+29-2T.341 2 4.4 1.1 8 2-S4

2-1-2 第 23 図 29-2T.130/29-2T.350 2 6.0 2.5 2 2-S4，S4 周辺

2-1-3 第 23 図 29-2T.132+29-2T.339 2 5.9 0.4 18 2-S4

2-1-4 第 23 図 29-2T.190+29-2T.289 2 12.5 0.6 15 2-S4

2-1-5 第 24 図 29-2T.329/(29-2T.292+29-2T.307+29-2T.312)
/(29-2T.281+29-2T.300) 6 21.2 1.7 4 2-S4

2-2-1 第 17 図 31-3A.42+31-3A.40 2 54.1 0.6 15 2-S2

2-5-1 第 17 図 31-3A.51/31-3A.39 2 69.3 0.9 10 2-S2

2-6-1 第 15 図 32-3A.26/32-3A.69 2 17.5 0.4 18 2-S1 周辺

2-7-1 第 18 図 31-3A.198+31-3A.41 2 40.9 0.7 12 2-S2

2-9-1 第 15 図 33-2Z.18/33-2Z.68 2 9.2 1.3 6 2-S1，S1 周辺

2-11-1 第 22 図 29-2T.294/29-2T.189 2 8.7 0.7 12 2-S4

2-11-2 第 20 図 30-2U.82/30-2U.67 2 13.3 0.7 12 2-S4 周辺

2-12-1 第 15 図 33-2Z.41+33-2Z.76 2 14.3 0.9 10 2-S1

2-16-1 第 22 図 29-2T.146+29-2T.192 2 3.5 1.1 8 2-S4

2-16-2 第 22 図 29-2T.105/29-2T.163 2 1.2 1.2 7 2-S4

2-16-3 第 21・22 図 30-2U.59/29-2T.239/29-2T.137/(29-2T.297+29-2T.328)
/29-2T.347/29-2T.142 7 37.1 6.1 1 2-S4，S4 周辺，5 群外

3-6-1 第 57 図 29-2P.30/(29-2P.24+29-2P.31) 3 32.5 0.6 15 3-S2

5-1-1 第 72 図 29-2T.236+29-2T.270 2 7.1 1.6 5 2-S4，5 群外

5-5-1 第 72 図 29-2T.263/(29-2U.95+29-2U.94) 3 68.0 2.3 3 5 群外

☆下線は石核を示す

第 15 表　旧石器 礫接合個体一覧表
接合個体番号 挿図番号 点数 重量 (g) 関連集中部 接合距離 (m) 順位 ( 位 ) 長距離 集中部間

2-2-36 第 44 図 2 31.0 2-R7，F 区 1 点 5.5 8

2-2-37 第 44 図 3 49.0 2-R7，F 区 2 点 5.5 8

2-2-42 第 44 図 5 86.2 2-R7 6.4 5

2-2-46 第 45 図 5 139.9 2-R7 6.2 6

2-3-15 第 50 図 2 70.0 2-R4 2.3 21

2-3-16 第 51 図 2 89.0 2-R4 2.6 19

2-3-30 第 49 図 2 91.0 2-R3，R3 周辺 2.2 23

2-3-53 第 50 図 3 294.0 2-R4，R4 周辺 4.3 13

2-3-57 第 44 図 4 185.3 2-R7，R7 周辺 5.6 7

2-3-58 第 45 図 3 62.0 2-R7 5.2 10

2-3-77 第 50 図 4 123.0 2-R4 3.1 17

2-3-78 第 51 図 4 126.0 2-R4 2.3 21

2-3-87 第 52 図 6 253.0 2-R4 2.6 19

2-3-90 第 52 図 2 514.0 2-R4 周辺 4.4 12

2-3-91 第 49 図 2 177.0 2-R2，F 区 1 点 33.5 1 〇

2-3-100 第 46 図 2 94.9 2-R7 3.9 15

2-5-4 第 46 図 2 62.1 2-R7 3.7 16

2-5-5 第 46 図 2 36.3 2-R7 4.9 11

2-5-6 第 49 図 4 219.0 2-R1，2-R6 周辺 30.0 2 〇 〇

2-8-2 第 46 図 7 94.0 2-R7 2.9 18

3-2-6 第 67 図 3 241.0 3-R1 周辺 2.2 23

3-3-22 第 67 図 2 64.0 3-R1 周辺 2.2 23

3-3-23 第 67 図 3 221.0 3-R1，R1 周辺 4.3 13 〇

3-3-25 第 68 図 3 91.0 3-R1，F 区 1 点 29.9 3 〇

3-3-26 第 68 図 4 222.0 3-R1 周辺，F 区 1 点 21.6 4 〇

3-3-29 第 69 図 2 13.9 3-R2 2.0 26
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集落

旧石器
石器集中部 6、　

礫集中部 10

ナイフ形石器、彫刻刀

形石器、側刃形石器、

錐形石器、細石刃核、
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　立川ロームⅢ層～Ⅳ層上部に

かけて黒曜岩製細石刃核が出土

した。Ⅳ層中部からは水晶製石

核およびナイフ形石器の接合個

体を含む水晶製石器群が出土し

た。水晶製石器については、赤

外分光分析による原産地推定

によって甲府花崗閃緑岩体中の

未知のペグマタイト鉱床に由

来することが示唆された。重さ

1,080g の緑色凝灰岩製石核が

出土した。

縄文以降 焼土跡 4、土坑 1

縄文時代早期後葉・前

期後半・中期後葉土器

片、石鏃、礫斧、打製

石斧、石皿片

要　　約

　2014 年から始められた比丘尼橋遺跡 C 地点の調査も、今回の東京都事業地（T 区）の調査
報告をもってひとまず終了する。
　前回国交省事業地から出土した旧石器総数は 5,260 点、今回東京都事業地から出土した旧石
器総数は 222 点で、総計 5,482 点となった。内訳は１群（Ⅲ層～Ⅳ層上部：303 点）、２群（Ⅳ
層中部：2,983 点）、３群（Ⅳ層下部～Ⅴ層上部：1,541 点）、４群（Ⅴ層下部～Ⅵ層：198 点）、
５群（Ⅶ層～Ⅸ層：407 点）である。同じく旧石器礫は、１群（543 点）、２群（19,784 点）、
３群（7,642 点）、４群（276 点）、５群（245 点）である。比丘尼橋遺跡 C 地点における出土
地点が不明な遺物（石器 50 点・礫 97 点）を含めた旧石器時代の総点数は、34,069 点となる。
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印刷仕様
　表紙　　　　　　レザック　　	215kg	（四六判）
　見返し　　　　　上質紙　　　	86.5kg	（A判）
　本文　　　　マットコート紙　	57.5kg	（A判）
　写真図版　　マットコート紙　	57.5kg	（A判）
　印刷方式　　　　オフセット印刷
　使用インク　　　ベジタブルオイルインキ
　製版線数　　　　150 線（カラー 175 線）
本書は永久保存を考慮し、すべて中性紙を使用
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